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現在の後楽園キャンパスの写真です。旧２号館が取り壊されテニスコートになり
ました。以前テニスコートだった場所には新しい２号館が建ちました。ますます
大きく様変わりしています。
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特別寄稿②より
　作品ギャラリー

「第 6 回田伏良雄個展」出品作品の中から数点をご紹介します。
Ｐ 26 〜Ｐ 27 も併せてご覧ください。

スカイツリーより富士山　（F6 号）

諏訪湖夕景　（F20 号）

シクラメン　（F6 号）

飛魚　（F10 号）

南国の花達　（F50 号）

柘榴　（SM）

望郷　（F30 号）

思い出の景色は感動的で、見る人の心に刻まれ自然に愛着を覚える

花は人の心に明るさを与え、花をめでる人は心が豊かになる

フィリピンの花・ フィリピンの女性です
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　　　　  ご あ い さ つ

会 長　 飯 塚　信 市

　　会員の皆様、広く様々な
分野にて、ご活躍のことと存
じます。本会の主要事業の１

つであります同窓会誌第５３号を、お手元に届けさせて
いただきます。昨年は、本会創立６０周年を迎え、晩
秋の中、理工学部長、本学科創立当初よりご縁の深い
幾つかの学科（土木・都市環境学科、応用化学科、精
密機械工学科）の代表の皆様ほか、本会に対して日頃
ご協力いただいている何人かの本学科現役教授等をお
迎えし、総勢７０名弱により盛大なる懇親会を開催する
ことができました。当日、ご来場頂いた皆様には、改
めて、深く御礼申し上げます。
　昨年は、我々同窓会幹事にとっては、大変悲しい年
でもありました。それは、過去１０年間会長職を努めら
れ、その後も、菱沼前会長の女房役として、４年余り
に亘り、会務をお一人で取り仕切って来られた天野浩志
元会長が病気で亡くなられたことです。現在、同窓会
があるのは、天野氏の功績に負うところ頗る大でありま
す。同窓会としては、心より、ご冥福をお祈りいたします。
　会務運営スタッフの幾つかの新しい動きについて、
ご紹介させていただきます。先ず、今まで会長が兼務
しておりました会誌編集委員長職が、やっと、会長の
手を離れて、３０歳代の若手副会長であります平林思
問氏の手に移りました。会誌第５３号は、平林氏の手
による編集が行われた最初の会誌であります。若い感
性による編集を通じて、将来、斬新な会誌が生まれる
ことを期待してやみません。
　次に、総務委員長職の空席を陰で支えているのが、
私と同期（昭和４７年卒）の浜中徹常任幹事であります。
氏は、上場企業にあって要職を務められさらに監査役
経験もおありのことから、毎回の幹事会準備並びに議
事録作成といった細 と々した仕事を整然とこなされるほ
か、昨今は、個人情報保護の不備に鑑み、本会の会
則整備にもご尽力いただいておます。それでいて、私は

「無役で」との大変に謙虚な姿勢を貫いておられ、敬
服の至りであります。加えて、総務委員長職につきまし
ては、これも私と同期であります中村保徳氏が、本人
の言によれば、「現在見習い修行中」とのことで、将来
が楽しみであります。

　次に、天野事務局長亡き後、事務局長職の空席を実
質的に埋めていただいているのが、私と同期の藤井隆
常任幹事であります。氏も、上場企業の要職におられ
た経験の持ち主であり、組織の運営に精通され、温厚
かつユーモアに溢れ、知識豊富で、思慮深く、面倒見
もよく、誰からも好かれ、まるでドラえもんのポケットの
ような方です。そのため、なにか困ったことがあれば、
藤井さんへという流れが自然に会の中で芽生えつつあ
ります。
　最後に、天野事務局長の亡き後、人が嫌がる会計事
務を一手にお引き受けいただいているのが、柳下敏男
副会長であります。氏は、厚生省技官を長く務められ、
日米交渉の際には渡米のご経験もある方ですが、決
して偉ぶることもなく、事務処理能力にも大変に長け、
誠実、謙虚、思いやり深く、かつユーモアに溢れ、加
えて、ご自分の遊びの世界をきちんとお持ちの素敵な
方です。
　その他、頁の関係でご紹介に漏れましたが、何事に
もご自身の意見を明確に提示される大変に頼もしい辻
正吾副会長、多忙な現役技術職の中にあって、煩雑な
名簿管理の職責を誠実に果たしておられる加藤木聡副
会長、一目見て印象に残る恵まれた体格を有しながら、
実は、大変に細やかな神経の持ち主でもあり、同窓会
ＯＢゴルフの世話役を快くお引き受けいただいている将
来が楽しみな鳥巣副会長、いつもにこやかにＨＰ担当
委員長の職責を果たされている心豊かな長沼保広副会
長等 、々挙げればきりがありません。
　嘗て、これほどのスタッフに恵まれた会長がほかに
あったでしょうか。会長冥利に尽きるところです。この
上は、会長である私に残された喫緊の課題は、収入
不足をこのまま放置すれば、早ければ数年先には訪れ
るであろう会の財政危機に対する回避策を如何に早期
に採択し実行することでしょう。学員会の例を見れば、
財政基盤安定化の処方箋は限られています。あとは、
同窓会として、何を守り、何を捨てるかの覚悟にかかっ
ています。
　財政基盤安定化のために、いずれの策を取るにせよ、
今後とも、会員各位におかれましては、最大限のご支
援を賜りますよう、何卒、よろしくお願い申し上げます。
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　同窓会からは、本学科に
対し、いつも多大なるご協
力・ご援助を頂き、誠にあ

りがとうございます。特に同窓会長の飯塚様には、
ご多忙中のところ、学科の入学式・卒業式にはご挨
拶を頂いております。修士論文発表審査会には、年
度末のお忙しい時期にもかかわらず、同窓会賞の選
考審査のため同窓会執行部の方々にご参加頂きあり
がとうございました。同窓会賞の創設は、確か 2003
年度からであったと記憶しますが、OB からの質問
もある関係でいままで専攻内に閉じていたような感
じの発表会も、引き締まったよいものとなり、聴講し
ている在校生にもいい刺激になっていると思います。
　今年度、私が電気電子情報通信工学科の学科主
任を拝命しております。同窓会から最近の学科の近
況を書いてほしいといわれましたので、貴重な会誌
の一部をお借りして私から報告させていただきます。
　私も中央大学の本学科に赴任しまして早くも 29 年
を過ぎました。徳丸洋三先生、築山修治先生と一緒
に赴任しましたが、学科の先生方の顔ぶれもどんど
ん新しくなっております。昨年度から今年度にかけ
て助教と教育技術員の方々に移動がありました。昨
年度中に大竹充助教は工学院大学へ、中村壮亮助
教は法政大学へ、そして水上憲明助教は信州大学
へ、それぞれ新しい職を得て、本学を退職しました。
優秀な若い先生方が、本学を去られるのは残念で
すが、任期制の都合上やむを得ません。3 人の先
生には主に学生実験の担当として大変なご尽力を頂
き、ありがとうございました。新任地でのご活躍を
祈念します。これらの方に代わって李寧助教、前田
孝雄助教ならびに教育技術員として小林進さんが新
たに学科に加わりました。小林さんは本学科の卒業
生（電気工学科 78 年卒、80 年修士了、山下研出身）
で、会社をご定年退職の後に、今年度から後輩の
指導をしていただくことになりました。どうぞよろし

くお願いします。
　今年度の入試は「文高理低」といわれたように全
国的に理工系の志望が今までよりも少し落ちました。
その中でも近年の電気系の企業の不祥事の報道影
響もあってか、本学科に対する受験生の人気は、精
密機械工学科よりも落ちています。最近の志望学科
を決めるのは、本人よりもお母さんの影響力が強い
と聞いています。卒業生の皆さんのご子女はいかが
でしょうか？お父さんしっかりしてください！
　ここしばらく、入学者の女子学生の比率が理工学
部の中で一番低いのですが、今年度は女子学生が
二桁になっているのはうれしいことです。学科として
も夏休み中に開催するオープンキャンパス等のイベン
トにおいても、女子学生を増やす試みとして「メカ女」
に対応して「エレ女」応援企画を立ち上げ、松永先
生を先頭に若い女性の視点にたって、どうしたら女
子学生の志望を増やせるのか思案中です。
　うちの学科の本部は、未だ後楽園キャンパスの中
で一番古い１号館にあります。いつも気になっている
のは、配線・配管が剥きだした廊下は古くて暗い工
場を連想しそうで、これではオープンキャンパスで
学生を案内しても女子学生にウケるわけはないと思っ
ています。まだ正式な建て替え計画もなく、そろそ
ろ築 60 年を控え、法人もなんとかしなくてはと考え
ているようですが、文系学部の都心回帰の話とも絡
んで、正式な動きは見えていません。
　卒業生の就職は理工学部の中でも好調でありま
す。昨年は就職協定の変更で学生はとても戸惑って
いたようですが、希望の職種につけたようです。し
かし会社への訪問時期が今年度に再度変更になっ
たことで、学生も混乱しています。B4 の卒業研究や
M ２の修論研究で一番調子を上げなければならな
いこの時期に、就職活動のためにゼミを欠席し、エ
ントリーシート書き、面接対応に追われる学生をみ
ていると残念です。また研究熱心な学生はどちらか

電気電子情報通信工学科
及び工学専攻の近況報告

電気電子情報通信工学科　教授　白井　宏
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というと、無口で黙 と々勉強するタイプが多く研究
成果は出ているものの、そのため就職活動が遅れて
しまい、面接で言いたいことがうまく表現できなくて、
なかなか内定が取れない状況もあるようで、すこし
矛盾も感じます。理工系の場合は、昔のように大学
推薦制度ももっと尊重してもらえる形に戻してもらっ
たほうがいいかと思います。もちろんそのためには、
教員が次 と々優秀な学生を送り出して、企業から良
い評価、信頼を得る必要があるでしょう。

　同窓生の皆様にとっても、卒業から年月を経て自
分の教えていただいた恩師の先生が退官され、そ
の研究室もなくなると、母校の近くに来てもなんと
なく訪問しにくくなってしまっているかもしれません。
在学中に教えていただいた先生が全くいなくなって
いることもないでしょうから、近くにいらしたときは
是非母校をお訪ねください。
　最後になりましたが、同窓生の皆様のご健康と
益々のご活躍をお祈り申し上げます。

計測制御工学研究室（國井研）
画像・信号処理研究室（久保田研）
電磁波論研究室（小林研）
レーザ・非線形光学研究室（庄司研）
電波工学研究室（白井研）
集積回路技術研究室（杉本研）
グリーンナノ LSI 回路システム研究室（竹内研）
ネットワーク工学研究室（田村研）
集積回路設計技術研究室（築山研）
ロボティクス・空間知能科学研究室（橋本研）
電子材料工学研究室（二本研）
電気化学研究室（松永研）
生体医工学研究室（諸麥研）
情報数理工学研究室（山村研）

國井　康晴	（くにい やすはる）	 教授　博士（工学）
小林　一哉	（こばやし かずや）	 教授　工学博士
庄司　一郎	（しょうじ いちろう）	 教授　博士（工学）
白井　　宏	（しらい ひろし）	 教授　Ph. D.　
杉本　泰博	（すぎもと やすひろ）	 教授　工学博士　
竹内　　健	（たけうち けん）	 教授　博士（工学）　
田村　　裕	（たむら ひろし）	 教授　学術博士　
築山　修治	（つきやま しゅうじ）	 教授　工学博士　
橋本　秀紀	（はしもと ひでき）	 教授　工学博士　
二本　正昭	（ふたもと まさあき）	 教授　工学博士　
山村　清隆	（やまむら きよたか）	 教授　工学博士　
久保田　彰	（くぼた あきら）	 准教授　博士（工学）　
諸麥　俊司	（もろむぎ しゅんじ）	 准教授　Ph. D　
松永 真理子	（まつなが まりこ）	 助教　博士（工学）　
李　　　寧	（り ねい）	 助教　博士（学術）
前田　孝雄	（まえだ たかお）	 助教　博士（工学）　
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　　　  新任のご挨拶
助 教 　前 田  孝 雄

　　2016 年度から助教と
して着任いたしました前
田孝雄でございます。

　私は東京大学大学院の電気系工学専攻で学位
を取得後、名古屋大学にて博士研究員として 1
年を過ごしたのち、本学に赴任いたしました。
博士課程在籍時には、宇宙航空研究開発機構の
宇宙科学研究所に在籍し、月惑星探査機、とり
わけ天体表面に着陸する探査機システムについ
て研究していました。この研究は名古屋大学に
就任したのちも引き続き行っていました。宇宙
探査機は総合工学の最たるもので、その研究開
発には専門とする分野だけではなく、非常に幅
広い知識が求められます。宇宙探査機は構造、
熱、電源、通信に加え、推進、軌道、制御といっ
た要素も加わり非常に複雑になっています。当
時私も専門の制御、機械力学だけでなく、電気、
熱、構造なども含めて幅広い知識を必要としま
した。宇宙科学研究所はこのような探査機シス
テムの研究者が集まっているため、大学の学科
の縦割りの雰囲気とは趣が違い、異分野の研究
者が、それも理学、工学を横断して在籍してい
るため、それぞれの分野の研究者の間でも盛ん
に意見交換がなされていました。在籍する大学
院生も、その分野が異なるだけでなく、様々な
大学から集まってきていました。自分の専門分
野以外の研究について様々な話を聞く機会も多
くあり、非常に好奇心を刺激される環境でした。

　中央大学に移った現在は、主にロボットの研
究、それはもちろん月や惑星、小惑星などを探
査する目的のロボットの研究を行っています。
その中でも、特に極限環境を探査するロボット
について研究しています。例えば、火星には

RSL (Recurring Slope Lineae) と呼ばれる、現在
も水が流れている可能性が高い場所が見つかっ
ています。しかし、それはたとえ地球上にあっ
ても近づくことが難しいような崖の中腹にあり、
そこに無人で、しかも場合によっては通信に片
道１５分の通信遅れがある中でアクセスしない
といけません。そのような場所に近づき、サン
プルを採取するためには、高い移動能力と、自
律で判断して行動する能力が必要になります。
また、宇宙探査機は、打ち上げから深宇宙航行、
そして着陸の過程で多量の燃料を消費するため、
天体表面に到達されられる質量には厳しい制約
があります。そのため、小型軽量でも高機能を
達成する技術が求められています。このように、
多くの制約のもとでも、インパクトのある科学
観測が可能なシステムを確立するためには、個々
の技術はもとより、それらを統合してシステム
として動作させるための技術も必要になってき
ます。現在は、小型でも高い不整地走破性を有
するロボットの研究と、構造、制御だけでなく、
そのロボットシステムを実現するための、電源、
熱、通信やミッション計画など様々な要素に関
して研究を進めています。このように様々な技
術の統合が求められる分野ですので、私自身は
もとより、大学院生の活躍も期待しております。

　最後に、一般にはなかなか広く理解されにく
い宇宙探査工学の研究ですが、月や小惑星から
の資源採集といった経済分野、スペースガード
などの危機管理分野、そして、太陽系と生命の
誕生に関わる謎の解明といった点からも、この
分野が広く理解され、日本が世界の先端を走り
続けられるように研究に邁進することを誓いつ
つ、わたくしのご挨拶とさせていただきます。
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　　　  新任のご挨拶
 

助 教 　李   寧

　　2016 年度より助教と
して就任致しました李寧
と申します。就任に際し、

ご挨拶させて頂きます。
　まずは、簡単な自己紹介です。私は 1978 年中
国の河南省のある小さな村で生まれました。幼
稚園や保育園に行かず、小学校まで田舎で毎日
遊びました。五人兄弟の一番上として、妹や弟
の世話を沢山しました。人を教えるのが好きで
した。
　1995年西安交通大学に入学しました。4年間で、
家庭教師などのバイトをしながら、真面目に勉
強しました。成績がよかったので、修士課程に
推薦されて、直接進学しました。同時に、西安
交通大学の助教としても着任しました。初めて
大学で働くのはもう 17 年前のことでした。当時、
大学で働くことはあまり深く考えなかったです。
自然の流れとして、大学の教員になりました。
　2014 年、日本の文部科学省奨学金をもらい、
日本に留学することを決めました。回路設計や
りたいという思いで、東京工業大学の松澤　昭
先生の研究室に博士として入りました。ミリ波
の回路設計を初め、４年半で博士号を取りまし
た。その後、2010 年から研究員として６年間東
京工業大学で研究を続けました。

　次は、今までの研究内容を簡単に説明します。
１）ミリ波帯無線機の研究開発。
　この研究は総務省プロジェクトとして、60GHz
帯無線通信用回路を民生機器に搭載可能なほど
に価格を低減できる安価なシリコン CMOS プロ
セスで実現することを目指し，研究開発 10 年ぐ
らいしました。この研究について、多数の報道
もありました。今年の３月、東京工業大学で最
後成果をデモしました。

２）イオン照射による高抵抗層形成技術の開発。
　この研究では Helium-3 イオン照射により、シ
リコン基板に局部分な高抵抗層を形成し、回路
受動素子の性能および回路間アイレーションの
改善を可能とする技術です。４年ぐらいしまし
た。インダクターやアンテナなど、Q 値や放射
効率の改善が出来て、会社からの注目もされま
した。
３）サンプリングミキサに関する研究。
　様々な無線機規格に対応して通信できるリコ
ンフィギュアブルなトランシバーを実現する研
究です。
　最後に、女性教員という立場で、仕事と子育
ての両立についての考えを述べます。日本で女
性は子供がうまれたら、仕事をやめるのは普通
ですが、中国では、ほとんどの女性は仕事を続
けます。子供の世話は祖母が手伝います。日本
よりは仕事が続けられる環境がよいと言えます。
私は子供が出来たら、仕事をやめるのは考えな
かったです。仕事と子育て両立するのが大変で
すが、家族の支えはとても大事と思います。ご
自身も仕事やりたいという強い思いがないと、
いつが疲れすぎて、やめてしまいます。今保育
園や子供園を増やして、日本が国から女性が働
けられるいい環境を作っています。沢山の女性
が仕事続けられると期待出来ます。これから、
中央大学の素晴らしい舞台で、今までの経験を
生かして、皆様と一緒に研究や教育を楽しみに
やって行きたいと思います。

　今後お世話になります。皆様の
ご指導をどうぞ宜しくお願い申し
上げます。



- 9 -

　　　 40 年近い時を経て
教 育 技 術 員 　小 林   進

昭和 55 年に大学院を出てか
ら 36 年の時を経て 5 月に教育
技術員として母校に帰ってきま
した小林進です。現在、学部

3 年の「電気電子情報通信実験」で「コンピュータ＆ディ
ジタル」を担当しています。35 年間電機メーカでデー
タ通信端末装置やインターネット技術を応用したネット
ワーク監視システムの開発をはじめ営業支援などの業
務を担当しました。この間、ここで学び、経験したこ
とがかなり役に立ち、企業での実務経験をもとに技術
者の国家資格「技術士」を取得し、2006 年頃より中
大技術士会（http://www.chuo-u-pej.org/）の一員と
して後楽園キャンパスに足を運ぶようになりました。同
窓会には暫く足が遠のいていましたが、中大技術士会
の一員として活動してからは同窓会との交流も考えて、
幹事の皆さんと話をさせて頂いています。

教育技術員として母校に戻ろうと考えた動機ですが、
「技術士」を取得してから「人材育成生」に関する活
動に参加したことが原点に
なります。この活動を行う
中で多くの方と接し、様々
なことを学ぶ機会に恵ま
れ、「後進の育成」が重
要なキーワードになりまし
た。このような考えに至っ
たのは、ここで学ぶこと
ができたからだと思いま
す。写真は大学院在学中
に指導教官の山下美雄先
生との写真です。ある日、
突然、山下先生から声を掛けられ、小林健一先生を誘っ
て 1 号館の屋上で山下先生持参のカメラで撮って頂い
たものです。天気が非常に良く、眩しかったことを覚え
ています。在学中のこのような体験もあり、教育技術
員の話を伺ったとき、母校に恩返しできる最後の機会
と考え、喜んで行わせて頂くことにしました。

現在、1 号館の 6 階に教育技術員の部屋があり、私
を含めて 6 名が机を並べています。私が担当している
実験は 5 階の実験室を使用するため、6 階と 5 階を行
き来しています。1 号館の中は 36 年前のままで、私が
所属していた山下研も 5 階にありましたので、これも何
かの縁のような気がしています。

担当している実験ですが、内容と進め方は私たちの
ときと大きく変わっています。まず、内容ですが、当時

の教科書を見ると学部 3 年で「電気工学基礎実験」、
「電子工学実験第 1」、「電力工学実験第 1」、4 年で「電
子工学実験第Ⅱ」、「電力工学実験第Ⅱ」の実験があり
ました。記憶は定かではないですが、教科書の書き込
みから推測するには、週 1 回、午前と午後 1日実験を
行っていかもしれません。一方、現在は、学部 3 年に

「電気電子情報通信実験」として週 2 日、午後の 2 コ
マが実験に当てられています。実験は 6 つのテーマに
分けられ、テーマ毎に 3 つの実験が設けられています。
例えば、担当している「コンピュータ＆ディジタル」の
テーマには「基本ディジタル回路」、「回路シミュレーショ
ンの原理と実際」、「ディジタル回路設計」の 3 つの実
験があり、3 週間で 3 つの実験を行い次のテーマに移
ります。次に、実験の進め方ですが、当時のように実
験開始前に計画書を作成して審査を受けてから実験を
行うのではなく、実験開始前に簡単な小テストまたは
事前課題を提出してから行います。また、報告書提出
時の審査もなく、実験が終わった次の週に大学院生の
TA(Teaching Assistant) によるレビューを受け、指摘
事項を修正して翌週提出します。検討考察事項も具体
的に示されている点も変わった部分です。

実験は 4 ～ 5 名の班単位で行います。実験毎に主
任と副主任が決められ、主任を中心に実験を進めるこ
とになっていますが、積極的な学生と消極的な学生が
いるのは当時と変わりません。サポートに TAも加わり
ますが、助けに入ると学生は傍観する傾向があるため
極力口頭での指示のみにして、操作は学生に行わせる
ようにしています。また、結果が思い通りにならない場
合、部品や機材を原因にする学生が多くなった気もし
ます。例えば、テスターが壊れて電圧が測れないと言っ
て来た学生に、その場で電源電圧を測って見せて回路
を再確認させることもあります。この 2 ヶ月間、このよ
うに状況を見ながら対応していますが、改善できるとこ
ろから変えて有意義な実験を行わせたいと考えていま
す。

最後に、当時を振り返ると、実験を通して悩み、も
がき苦しむ中から「感じて、考えて、行動する」ことを
教えられた気がします。これは、どの職業にも共通す
ることであり、貴重な体験だったと思います。伝え方は
変わっても、実験を通して同様なことを少しでも伝えた
いと思っています。また、私を再度母校に導いてくれた
国家資格「技術士」のすばらしさについても機会を見
て学生に伝え、卒業後の進路を考える手助けができれ
ばとも考えています。
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　明治神宮、神宮の森は、
自然森ではなく 100 年前に

今ある姿を予想して作られた人工森であると NHK
の特集で興味深く拝見した。植樹初期においては
成長が直線的で高く伸びる針葉樹が森を支配し、
100 年後には針葉樹が衰退して葉の面積で光合成の
効率が高い常緑広葉樹に覆われるそうだ。90 年前
に神宮の森の今ある姿を描いたグランドデザイン
には、ただただ頭が垂れる想いである。
　都市の変貌にも森の変遷と似た長期的な世代交
代があるのではないか？水道橋周辺を眺めていて
ふと感じた。高層化一辺倒の都市再生は、商業ビ
ルのみならず都市回帰傾向が著しい大学をも巻き
込み、あたかも針葉樹が神宮の森を支配していた
初期の森を彷彿させる。容積を金科玉条とする価
値観の中では、高層化から取り残された低層施設
は、さしずめ広葉樹に該当するのだろうか。
　文京区界隈を眺めると、かつて国民的娯楽番組

「8 時だョ！全員集合」の生放送会場として名高き
文京公会堂を飲み込んだシビックセンターは、23
区役所としては最高層を誇る一方で、同じく文京
区の象徴だった「後楽園ゆうえんち」は「東京ドー
ムシティ」に姿と呼び名を変えたものの、遊園地
と空間拡大とが簡単には両立しないことを教えて
くれる。都市化への対応に苦悩するのは、遊園地
のみならず大学も同じではないか？後楽園界隈を
凝視すれば、共通点が二重写しとなる。
　昭和の象徴でもある「遊園地」は閉園が相次ぎ、
具象化されたシンボルを伴う「テーマパーク」が
今や主流である。後楽園がそのシンボルに東京ドー
ムを選択したことは言うまでもないが、不思議な
ことにテーマパークと高層化はそう簡単には交わ
らない。東京ドームの真横に屹立するラクーアビ
ルがジェットコースターの支柱を兼ねている光景
はいつ見ても違和感があり、ビルの中に入れば
ジェットコースターが近づくと地震と聞き紛う振
動に引き続き、ドップラー効果を伴った乗客の歓
声がクレッシェンドして、その異様さは極限を迎
える。想うに遊園地のアトラクションには同類の
モノ以外は寄せ付けない空間排他権があり、東京

ドームシティのラクーアやジオポリスが地上と地
下の空間を支配するには、バビロンの空中庭園や
イスタンブールの地下宮殿に匹敵する壮大なグラ
ンドデザインが必要である。
　翻って、ヒトの歓喜や歓声と同居することを宿
命付けられた遊園地や大学には、針葉樹のように
我先にと高さを競う直立的な生きざまが相応しく
ないのだろう。さらには広葉樹のように時代の要
求を幅広く受け止め、落葉と新緑を繰り返しなが
ら環境に適応してゆくしたたかさも重要である。
この長期的視野に立つことこそ、両者に課せられ
た宿命なのではないか？例えば、時代を長期間見
届けた都市に、「流行」と「伝統」とが共存する光
景は珍しくない。対称的なのは「流行」を追う建
造物やビジネスは、時代を追う人達によって選別
され世代交代や変貌の宿命を背負う。片や、「伝統」
を基調とする歴史的建造物や行事は、街にとけ込
み住民によって支えられている。変貌・変身が要
求されない代わりに、その街を永久に見届ける義
務を課せられているように感じる。栄枯盛衰を前
提とする商業ビルに必ずしもこの理念が必要とは
思わないが、時代を生き抜く決意をした大学や遊
園地にはこの覚悟が必要である。
　明治の森が 90 年にして常緑広葉樹に囲まれた荘
厳な鎮守の森を実現したのとは対照的に、街全体
との調和を置き去りにして容積率を競う現在の都
市計画は、その 90 年先にはスクラップ＆ビルド以
外の光景が浮かばない。大学だけは針葉樹的な商
業主義とは一線を画し、街との調和はもとより 100
年 200 年先の街の将来をも見据えたビジョンを天
高く指し上げ、明治の森の常緑広葉樹のように大
地に深く根を張ってほしいと心底願う。

    後 楽 園 界 隈 に 1 0 0 年 先 を
  見 据 え た グ ラ ン ド デ ザ イ ン を

教 育 技 術 員 　中 村 　 哲 夫
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飯塚会長から、近況を書け
という依頼を頂きましたので、
昨年の同窓会の懇親会でしゃ

べった話の続きを書くことにします。昨年どんなことを
言ったかというと、「今、リベンジを考えているが、こ
れには血湧き肉躍るものがある。高齢者が若返るには
リベンジは最適だ」という趣旨のことです。字数が超
過しますが、コトの顛末は以下です。

昨年 4 月頃、ある制度の検討委員会委員に任ぜられ
ました。その第 3 回目位の委員会においてワーキング
グループから出てきた答申案は、今まで通りの方法を
踏襲することを前提としたものでした。そこで、今回の
改訂によって、条件が変わるのであるから、これまで
の方法も改めてはどうかと提案したところ、複数の賛
同者が居て、再度検討ということになりました。そこで、
ワーキンググループでの議論に供しようと、担当の事務
に、制度を考える上での論点を整理し、幾つかの方法
があるというコメントと共に、1 つの方法も記したメール
を送りました。

ところが、このメールに対して何の反応も無く、そろ
そろ事務にどうなっているか聞いてみようかと思ってい
た矢先、1 週間後に委員会を開催するという通知が来
ました。何か進展があったのかなと思いつつ委員会に
出て、吃驚です。私の書いたメールについて議論する
というのです。そこで、メールの内容を説明し、メール
に書いた方法以外にも、インターネットを利用した方法
もあるので、是非検討して欲しいと提案しました。現
在、学生の成績もネットで提出するようになりましたか
ら、ネットを使うことに対する抵抗感も無くなっている
だろうと思ったからです。

しかし、委員会開始時に居た私の賛同者が退出する
と、前回の委員会で再検討を支持してくれた人も居な
いため、途中からは私とワーキンググループのメンバー
らしき人達だけになってしまいました。彼らは、今まで
の方法は有意義であり、中大の伝統だと言います。そ
の方法にはリスクもあると言うと、現実と理想との比較
で、理想ばかり出して比較するのはおかしいと、訳の
分からないことを言い出す委員も出くる始末です。彼ら
は、終始、ネットは信用できないとか、今まで通りやる
ことが大学構成員の使命だとか言って、寄ってたかっ

て私の提案を拒否し続けました。結局、最後に、委員
長が、これまで通りの方法にするというのが賛成多数
だと纏め、会は終了しました。このままでは引き下が
れない、「やられたらやり返す。倍返しだ！」と、リベ
ンジの方法を考えていたときに、昨年の同窓会が開催
されたというわけです。以後がその続きです。

今年の 2 月、答申を纏めるための委員会の開催通知
と、答申案が送られて来ました。その開催日の２日前、
多摩校舎における別の委員会に出席したとき、ある先
生が近づいてきて、自己紹介をした後（彼は前回の委
員会に出席していた賛同者でした）、こう言うのです。

「先生の意見に賛成だ。今の答申案には議論の過程も、
先生の意見も書かれていない。私はまた出席できない
が、先生の意見もあったということを答申に書き加える
べきだ。」
「何だ、会議ではまた孤軍奮闘か」と思いましたが、

大変うれしく、リベンジの方法の一つと考えていまし
たので、「分かりました！」と答えました。委員会当日、
資料を見ると、何と、その先生から意見が文書で提出
されています。これで私一人の意見では無いことが証明
されましたので、答申に私の意見を書き込むことを了承
して貰いました。私のメールに対する扱いから事務も信
用していなかったので、書き込む文面は私が作り、事
務を介さず、全委員に直接メールで配布することも了承
されました。もう一つ、ある文章の追加を了解して貰っ
た後、いよいよリベンジの仕上げです。

答申案には、「（これまでの方法が問題なく機能して
いたこと）は、教職員が（その方法を実行することを）
責務であると強く自覚していると解することもできる。」
という文章がありました。そこで、これに対して、「こ
れには論理の飛躍がある。他の方法が無いところで、
その方法が続いていたからといって、こんな結論を導
くのはおかしい。これでは、安い時給で働かせておき、
労働時間が長いのを見て、勤勉だと言っているのと同
じだ。論理的思考を教える大学教員の書いた文章とは
思えない！」と言ってやりました。何しろ嫌みでも言って、
溜飲を下げるようなことをしたかったわけです。

しかし、多摩の先生方もアホではありません。私よ
り頭の良い人も一杯いることでしょう。その人達が牽強
付会の論を用してまでも今まで通りの方法にしたかった

　　 　　　リベンジ
教 授 　築 山  修 治
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            卒 業 生 へ
	

助 教 　松 永  真 理 子

h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h・h

　 中央 大学に来て、 早５年
目になり、研究室にこれまで
所属した学生は 50 名程にな

ります。研究室を新設後、多くの方々のご支援を
受け、幸いにも、設備・研究内容共に年々充実度
を増しています。同時に、ありがたい悲鳴ではあ
りますが私は慌ただしさから抜け出すことができ
ず、数々の不義理を清算すべく試行錯誤中です。
我々の研究室では、各種電池や化学センサの材
料開発を続けておりますが、近年では太陽光エネ
ルギーデバイスにも重点を置き、持続可能なエネ
ルギー利用に向けた発信も行っています。先日、
ニューヨーク国連本部で開催された STI Forum
関連の会合にて私と松永研究室からの動画による

メッセージを上映させていただきました（左下写
真参照）。
　ところで、2016 年度本学科の女子学生比率は
１割を超えましたが、未だに女性比率の低い学科
であるため、女性同士の縦のつながりを築く機会
はあまりありませんでした。これまでの理 系の女
性（リケジョ）は、この状況に特に不便を感じず
に生活をしてきた方が多くいらっしゃることも認識
しています。しかしながら今後は性別による多様
性だけでなく、リケジョの中にも多様性を広げる
ことが次世代の展開に求められる気がしてなりま
せん。このようなことから、2015 年度にはオープ
ンキャンパスで、様々な女子高校生に本学科の内
容に興味を持ってもらえるような広報企画を立ち

上げました。また、OG の協力により、本企
画では女子高校生、本学科の現役女子学生、
社会で活躍する本学科の OG の間で情報交
換ができる機会の提供を実現することができ
ました。OG の皆様には今後もお声掛けさせ
ていたくこともあるかもしれませんが、ご 理
解・ご協力を賜れますと幸いです。 最後にな
りますが、私にとって卒業生の活躍は何より
も嬉しい知らせです。是非今後とも本同窓会
らを活用し、皆様の情報を発信し、知らせて
ください。楽しみにしています。

のには、それなりの理由があります。それが私の価値
観と一致せず、私が多数派を形成できなかったことが
最初の敗因です。そう考えると、嫌みを言って溜飲を
下げて喜んでいるようではアカンな～、と委員会後反省
し、リベンジを考えていた時の熱も冷めると、この制
度に関係することもあまり無いことから、良い方法にし
ようという意欲も減退し、最早これに関してはやる気の
ないオジンになっています。

やはり、若返りのためには、やり残したことに挑戦

するとか、もう少し建設的なリベンジに取り組む方が良
さそうです。単なる意趣返しはお勧めではありません。
しかし、私に賛意を示して下さった先生に巡り会った
のは大きな収穫で、彼には大変感謝しています。振り
返ってみると、私が困ったときや壁に突き当たったとき
には、必ず誰かが助けに来てくれたり、ヒントを与えて
くれたりします。それらの中には研究室の卒業生も居
ます。考えてみたら、私は幸運な男だな～と思う今日こ
の頃なのであります。
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私の研究室では 1 年に 3 回，
泊まりがけの合宿を行ってい
ます。恐らく学科の中で最も

頻繁に行っているのではないかと思います。
目的と内容は 3 回とも異なります。まず 6 月の初

め頃に、他大学の複数の研究室とで合同合宿を行っ
ています。もともと共同研究とゼミを一緒に行って
いる、東大のマテリアル工学科の研究室と私の研究
室とで始めたのですが、現在は埼玉大の電気電子シ
ステム工学科の研究室と青山学院大の電気電子工学
科の研究室も加わり、計 4 研究室が参加しています。

この合宿の目的は、普段なかなか交流する機会
のない他大学の学生と接し、親睦を深めることで、
ゼミ等は一切行わず、内容はスポーツと懇親会のみ

です。初日の夕食時には大学ごとに着席しています
が、懇親会で全員自己紹介をした後くらいからは打
ち解け始め、大学に関係なく入り乱れて大いに盛り
上がります。そして、翌日は研究室対抗のサッカー
大会が行われ、熱い戦いが繰り広げられます。この
機会を通じて、他大学の学生と仲良くなると同時
に、4 月から本格的に研究活動を開始した卒論生も
研究室の一員としての自覚が芽生えるようです。

2 回目は 8 月の電電合宿です。これは学科内の他
の研究室との親睦を図る最高の機会でしょう。クイ
ズ大会、懇親会、そしてソフトボール大会と盛りだ
くさんの内容で、学生たちにとっても大変よい思い
出になるようです。

そして 3 回目は例年 12 月後半に、忘年会を兼ね
た M1 学生の中間報告会のための合宿を行っていま
す。M1 は翌 1 月に修士論文中間報告書の提出を控
えているため、この中間報告会でこれまでの研究の
途中経過をまとめて発表し、現状の課題を明確にし
たうえで、今後の研究方針を確認します。このとき
に発表資料を用意するので、それが中間報告書作成
にも役立ちます。

質疑応答込みで 1 人 1 時間くらいかけて行うた
め、M1 の学生はそれなりに準備が大変で、研究室
全員の前で発表するのでプレッシャーもあることか
と思いますが、その分、終了後は忘年会で大いに発

散してもらっていま
す。そのため、会場
も温泉地 ( 箱根、草津、
軽井沢、水上など毎
年変えています ) の宿
でリラックスするこ
とにしています。

これらの合宿を通
じて、研究室の学生
には、研究、遊びと
もメリハリをつけて、
どちらも一生懸命に
没頭してもらいたい
と思っています。

       「年３回の研究室合宿」
	 教 授 　庄 司  一 郎
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本同窓会の会長を 10 年余
にわたり務め、また、中大
技術士会の創生期の役員を
務め、一時期は学部の学芸

員として大学に勤務し、皆がお世話になった天野浩
志氏が真に残念なことに昨年平成 27 年 12 月 25 日
お亡くなりになりました。享年 74 歳、急性骨髄性
白血病でした。

同級生の私にとって彼は大切な恩人なのです。私
は 60 歳で会社を定年退職後直ちに技術士事務所

“FUJIMORI & ASSOCIATES”を開設し現在に至っ
ておりますが、私に技術士の資格を取る契機を作っ
て呉れたのが天野氏だったのです。お陰で後期高齢
者になった現在でも数社の技術顧問として収入があ
り、電気に限らず種々の技術的な問題に、時には仲
間と一緒に勉強しながら対処するという楽しい人生
を送っております。

天野氏に感謝しご冥福をお祈りしながら彼との思
い出を回想してみました。

天野氏と私は、1960 年 4 月、中央大学工学部電
気工学科に入学しました。当時の校舎は水道橋駅に
近い外堀通りに面した、現在トヨタ自動車東京本社
となっている場所で、ほとんどが木造の校舎で文学
部と一緒に使っておりました。天野氏は 1 組、私
は 2 組だったので大教室の授業の時だけ一緒でし
た。しかし、部活動の電気工学会ではいつも一緒で
した。電気工学会の部活動は、アマチュア無線をす
るグループ、秋葉原でジャンク部品を買ってきてア
ンプやテレビを組み立てるグループなどがおりまし
たが、2 年生、3 年生の先輩達とのコンパ（飲み会）
が楽しみでした。部室は木造校舎の東端にあり、そ
の先の東側にはコンクリート造りの円形校舎があり
ました。

ある日、間口 1 間、奥行き 5 間程のウナギの寝
床のような部室の奥の倉庫を整理していた天野氏か
ら何か古い発電機のような物があるよと聞かされま
した。私が倉庫に行って調べたら、“ビックリ”で
す。その発電機に『芝高』のマークが付いていまし
た。実は、当時阿佐ヶ谷で電器店を営んでいた私の
父は、戦時中、国策会社・芝高の技術者だったので
す。芝高という会社は、東芝の発電機と高田モーター

研究所（戦後、東京発動機〜トーハツ）のエンジン
を組み合わせ軍に納入、南方の島などに上陸した軍
が直ちに無線などの電源を確保するものだったよう
です。社名の芝高は東芝の芝と高田モーター研究所
の高を組み合わせたものだったようです。帰宅して
このことを父に話したら、今まで物が残っていた事
に驚くと共に、工場は昭和 20 年春に空襲で全焼し
てしまったと話してくれました。                     

この様な事もあり、木造の水道橋校舎は軍の施設
だったのだと思いました。今日、理工学部の後楽園
校舎がある場所は、当時、広い空地であり端の方に
は相撲部、レスリング部、ボクシング部など運動部
の部室と施設があり、中央部のグランドでは正課体
育でサッカーなどが行われていました。この場所も
古地図を調べると、陸軍造兵廠だったと記されてお
ります。戦後、新制大学となった時国有地が払い下
げになったものと思われます。

工学会で天野氏にまつわる忘れられないエピソー
ドがあります。我々が入学したての 1 年生の時、
SONY が世界で初めてオールトランジスターの 8 型
ポータブル TV を発売しました。この TV を車に積
み、夏休みを利用して日本全国を移動し電界強度を
測定しつつ画像の映り具合を評価し聴視可能エリア
マップを作成するという企画を工学会の先輩方が考
え SONY に持ち込み、承認され、世界初のポータ
ブル TV を拝借してきました。

TV と測定器を車に積み込み、アンテナを屋根に
取り付け、いざ水道橋校舎を出発した先輩たちの車
は一冊の書類を忘れて行ってしまいました。天野氏
がそれに気が付いて追いかけたが間に合いませんで
した。その時、天野氏は 110 番に電話しました。国
道 1 号線を通るので品川駅前の交番で、屋根にアン
テナと中央大学の看板を掲げた車を停車させてくれ
と依頼しました、担当した警察官も中央の先輩だっ
たとのことで、無事品川駅前の交番で忘れ物を届け
ることができました。

1964 年（昭和 39 年）、我々は現在の後楽園校舎
から理工学部電気工学科を卒業いたしました。天野
氏は X 線関連で卓越した技術を誇る理学電機（株）
に就職いたしました。私は阿佐ヶ谷で家電販売店を

　　　天 野 浩 志 氏との思い出

	 昭 和 3 9 年 卒 　藤 森   勲
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営んでいた父の藤森電機（株）に就職し、4 月には
日立製作所横浜工場内にある、カラーテレビ技術研
修所に 1 ケ月泊まり込みで研修に行きました。私に
ついては、阿佐ヶ谷の店には優秀な番頭格の人がお
りましたので、現在居住する東村山市秋津町に社員
3 人と共に藤森電機（株）秋津支店を 5 月に開店し、
以来家電製品の販売、修理、電気工事に従事してお
りました。

1972 年（昭和 47 年）日中国交回復がされ、パン
ダが上野に来た年、天野氏一家が秋津町に転居して
来ました。私の家からは 500M 程の同じ町内です。

越して来た当時、一度、秋津駅前でビールを飲ん
だほかは、お互い忙しがってその後二人だけで飲む
機会はありませんでした。

　
1991 年（平成 3 年）の春、新秋津駅の階段で天

野氏に久しぶりにバッタリ会いました。今、日本ケ
ミコン（株）につとめていて、宮城県の工場への出
張からの帰りだとのことでした。その時、天野氏は
満面に笑みをたたえて今年、技術士 2 次試験に合格
したんだよ、と報告してくれました。

技術士は、科学技術に関する高度の専門的応用能
力を必要とする事項について、計画、研究、設計、
分析、試験、評価などの業務を行う資格で、弁護士、
公認会計士、弁理士にならぶ 4 大国家資格の一つと
も言われていること、試験は、論文と口頭試問で、
合格率は 10% 台と難しいが、科学技術分野で最高
の権威ある国家資格であることなど詳しく説明して
くれ、私にも挑戦するよう熱心に勧めてくれました。
当時、私は、家電販売店を閉店し、小口径トンネル
掘進機メーカーのイセキ開発工機（株）に勤めてい
ました。カラーテレビの普及も一段落し、真空管の
テレビから IC 基板のテレビになり、価格だけが勝
負の業界となり、スーパーダイエーまでがテレビや
家電製品を販売する世の中になってしまったので、
1979 年、父の死を契機に廃業を決意したのでした。
3 名の独立希望の社員の電器店、電気工事店の開業
を手配し、顧客へのアフターサービスを無事完了さ
せ、1982 年、英語の出来るエンジニアを募集してい
たイセキ開発工機に入ったのでした。イセキでの業
務は、入社以来 5 年間海外に販売した掘進機システ
ムの技術指導でした。1987 年、本社のメカトロニク
ス部部長に就任し、新型掘進機の開発に従事いたし
ました。業務に、技術士の資格は必ずしも必要なく、
受験する気持ちなど全くなかったのでしたが、天野
浩志氏の熱心な説明により、その気になった私は早

速、翌年（1992 年）技術士 2 次試験を受験し、幸い
にも合格し、1993 年登録いたしました。

技術士となってから後定年までの 7 年間にも、技
術指導や打ち合わせなどで英国、米国へしばしば出
張がありました。そんな時、夫々の国の技術士と
の楽しい交流がありました。米国の技術士は　PE 

（Professional Engineer）と呼ばれ、英国の技術士
は CE （Chartered Engineer）と呼ばれていました。

天野氏は、同窓会長、事務局長ばかりでなく、研
究室の合同夏合宿、電気 OB 会ゴルフなどでも世話
役をかって出て、皆のために働いてくれました。

中央大学付属杉並高校の出身であった事もあり、
天野氏の“中央”への母校愛はとても強く、科学技
術分野で最高の国家資格である、技術士 2 次試験の
合格者を多く輩出し“法科の中央”と共に、“理工
の中央”となりたいと言っておりました。

2004 年（平成 16 年）初代会長の工業化学科 OB
金川氏と天野氏等の世話役により中大技術士会が設
立されました。天野氏の夢と同じ目的で、中大技術
士会では、現在、在学生に近い将来技術士になれる
ように、一次試験受験ガイダンスを行っております。

その甲斐あって、中央大学在学生の第一次試験合
格者は、平成 26 年度と平成 27 年度（117 名）の連
続 2 年間、全国大学で第一位でした。

しかし、技術士第二次試験の合格者は、平成 26
年度（56 名）で第 12 位、平成 27 年度（39 名）で
28 位と残念な結果でした。今、在学生の一次試験合
格者が 4 年後に、第二次試験の受験資格が得られる
ので受験人数が増え、その時には、上位ベスト 3 に
入るであろうと言われています。OB、OG の皆さん
も、7 年以上の実務経験で受験資格が得られるので、
天野浩志氏の LEGACY となった、技術士第二次試
験に是非挑戦してみて下さい。合格したあかつきに
は、天国から、天野氏が自分が資格を取った時と同
じように、満面に笑みをうかべて祝福してくれるで
しょう。

　あの時の素敵な笑顔を思い浮かべ、
今一度心からのお礼を申し上げ、
合掌しご冥福をお祈り
いたします。
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【 特 別 寄 稿 ① 】

磁性コアモデルを考慮した回路シミュレーションによる
PWM インバータのコモンモード電流低減検討

	 昭和 50 年卒　蓮 村   茂

1 
 

磁性コアモデルを考慮した回路シミュレーションによる 
PWM インバータのコモンモード電流低減検討 

昭和 50 年卒 蓮村 茂 
ＰＷＭインバータとモータードライブ分野において、発生する高調波漏洩電流により、伝導性・放射性ＥＭ

Ｉ問題が顕在化している。ＰＷＭインバータの電源側、出力側にコモンモードノイズの抑制を行なうコモンモ

ードチョークコイルを使用する場合、大きなコモンモード電流（高調波漏洩電流）によりコアが飽和したり、

コアを搭載しても効果がない等のノイズフィルタとして機能しないという現象が発生している。本稿では、漏

洩電流の抑制解析により、ノイズ成分の把握とコモンモードに対する系のインピーダンスを推測し、対策とし

て軟磁性材料の非線形コアモデルを適用した磁性材料の特性に応じた最適解析例について紹介する。 
(本稿は日本ボンド磁性材料協会主催 2015BM シンポジウム「最先端磁性材料の発展と応用」で講演した資料

の抜粋となります) 
1. ナノ結晶軟磁性材料 ファインメット®のインバータ ( INV ) システムへの搭載 

図 1 ナノ結晶軟磁性材料製品 
 
2. CMC (コモンモードチョーク) 最適適用の見極めについて. 
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ここに掲載されているものは要約版となっております。
電気同窓会ホームページにて全文を掲載予定です。〔

〔
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3. PWM インバータの漏洩電流低減化最適コア適用の解析とシステム構成 
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4. 漏洩電流に対する簡易等価回路定数の算出例 

 
5. 軟磁性材料コアの等価回路コアモデルを作成 
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6. FT-3KM 材を適用したシステムのコモンモード電流低減解析事例 

7. FT-3KM 材を適用したシステムのコモンモード電圧・電流, u, v, w 相電流、コア B-H 特性解析事例 

 



- 20 -

会 員 か ら の お 便 り  ━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━

（平成２７年 総会出欠用の返信葉書の近況・コメント欄からの転載、都道府県は現住所）

　昨年 10 月初旬に心不全となり、聖マリアンナ
医科大学病院に約 2 週間入院し、療養（薬のみ

で対応）しました。退院後 10
月 24 日にゴルフの初トライを
しましたが、問題なくプレー
できたので（少々坂道は苦し
いが）、その後、月 3 回のペー
スでゴルフをしています。

 （昭和 28 年卒　神奈川県　鈴木克郎）

　元気に生活しております。
（昭和 33 年卒　群馬県　小林邦男）

　幹事さん、ご苦労様です。宜しくお願いします。
（昭和 34 年卒　神奈川県　金子和夫）

　絵の個展・平成 27 年・第６回展を開催するこ
とが出来ました。平成 28 年からは 80 歳台の展
示会となります。体力は
もちろん必要ですが、身
の回りのものに美しさ
を見出す感性と、作品を
制作する気力の維持を
肝に銘じています。
　そして１人でも多く
の人が作品を見て何か
心に感じるものがある
ことを願っています。同総会会誌発行のため関
係者の方々のご努力にお礼を申し上げます。
 （昭和 34 年卒　東京都　塚原達雄）

　元気でやっています。 
（昭和 35 年卒　埼玉県　笠松道生）

　同総会の皆さん、こんにちは。またまた１年
経ってしまいました。今頃は電気通信同窓会、白
門 35 会、福岡学員会、高校の同窓会と重なって

きます。私は今だ現役で働いております。これ
は社会と触れていないと認知症？の予防と思っ
ています。
　豪風関は下りっぱ
なしですが、未だ幕
内なので１月２日に
ホテル・オークラで
激励会をやることに
なっています。
　30 年代卒の投稿者が少なくなって残念です。
ではまた来年も楽しみに…。 （ 昭 和 35 年 卒　 福
岡県　新開盛治）

　エレクトロニクス分野がまぶしい今日此頃。
いまは洋画の個展、公募展の出品にと絵描き人
生真最中。今年から上尾市生涯学習課市民講座

「上尾市まなびすと指導者バンク活動」で講師を
やっています。
　電気同窓会役員の皆さん多忙のところご苦労
様、感謝です。（昭和 35 年卒　埼玉県　田伏良雄）

　会誌 52 号の「同窓会のあゆみ」「理工学部の
変遷」をありがたく読ませていただきました。
飯塚会長はじめ関係者の長年に亘る並々ならぬ
ご努力に感謝申し上げます。
　同総会の永続について一言。・・・各卒業年度
の中で、縦横の連絡が活発な献身的な人（S35 年
卒・田伏良雄君の様な人）に同窓会のお役をやっ
ていただくのが一番だと思います。
　皆様、ご苦労様です。

 （昭和 35 年卒　東京都　若林松吉）

　妻の介護を始めて 16 年目になります。私は毎
日元気に、ノンビリと介護をしながら過ごして
います。よって出掛ける事が出来ません。
　皆様によろしく。

 （昭和 38 年卒　東京都　五本　武）
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　最近、特に外出が億劫になり、家に籠りがち
となり、心配になっています。町会の集まり、
退社前の会社の OB 会に頑張って出席するよう努
力しています。
 （昭和 38 年卒　千葉県　木本晶久）

　60 周年、誠にめでたくお祝いを申し上げます。
皆様のご努力に感謝します。
　間質性肺炎にて 8 か月の入院を余儀なくされ
たとき、痛感したのは先ず第一に健康、第二は
自由時間（ヒマ）、最後に必要十分な金です。大
昔三種の神器は剣、勾玉、鏡でした。戦後になっ
て神器は急速な技術進化と経済発展に伴って変
遷しました。
　しかしいずれも物でした。いまや我が国は物
質としての衣食住等は過剰ではないでしょうか。
現代各人が有意義に生存に必要なのは物質では
なく、前記「健康、時間、金」です。これが現
代の三種の神器だと思います。いずれの一つが
なくなると悲惨です。だが、各人的にはいずれ
失うことでもあります。
　しかし鋭意維持する知恵と努力が大切だと思

います。皆様はどう思うい
ますか。
　私は毎日トレーニング
ジムに通って少しでも長
く好きな磯釣りとゴルフ
ができるよう努力してい
ますが・・・。

（昭和 38 年卒　栃木県　山本立夫）

　前教授・木下さんの死去など、同世代の仲間
が一人、二人と欠けてゆく年令となり、小生も
以前からの腰痛、足しびれなどで、あまり遠出
しなくなりました。
　学員報や同窓会報などで後輩皆様のご活躍状
況を知り頼もしく感じています。益々の発展を
期待しています。

（昭和 39 年卒　埼玉県　齊藤榮喜）

　役員の皆さんご苦労さん、おかげさまで毎日
研究活動に老骨に鞭を打って、元気に邁進して

います。10 数年の研究と技術開発が実を結び、
プラスチック材料を利用した包装製品の開封方
法に革命を起こしました。
　今までは熱接着（ヒートシール）面の「易開封」
と「密封」は原理的に困難とされ、袋等の接着
部には切り込みノッチを細工して、開封の補助
をしてきました。多くの消費者はいつも巧く開
口できなかったり、失敗してイライラして、非
バリアフリーの代表になっています。材料、機
械メーカーや製造者はこの不具合を承知してい
ます。包装版 VW です。私の既存情報に疑問を
持つ思考研究と確認実験の結果、従来の理論に
間違いを発見しました。新理論の技術化により、

「易開封」と「密封」を両立できる新技法を開発
しました。既に日本特許、《PCT 出願》の認証も
受けて、世界進出も始まりました。
　この報告を皆さんが目にする頃には、市場に
商品が出回っていると思います。おせんべいや
ポテトチップスを食すとき「あれ！」と感じたら、

『疑う者は救われる』実践者（技術士）の私を思
い出してみて下さい。

（昭和 39 年卒　神奈川県　菱沼一夫）

　子どもの頃から疑問で
あった 2 つの事柄に最近
やっと納得のいく答えが得
られた。
① 誕生時には灼熱地獄だっ

た地球上に何故生命が誕生したのか？
　 宇宙の彗星などから生命の源となる材料物

質が地上に飛来して来た。物質の大きさが
小さいため空気の隙間を通過して、摩擦に
よる焼損がなかった。

②生物の進化はどのように起こったのか？
　 ウイルスなどの細菌が生物中に入り込み、

DNA を損傷あるいは切断する。その変異が
子孫に引き継がれ、突然変異、新種などが
発生する。その中から環境に適合するもの
が生き延びた。この工程の繰り返しにより
進化が進んだ。

 （昭和 39 年卒　東京都　藤森　勲）
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　定年から 13 年が
来ようとしていま
す。定年前からはじ
めた書道の錬成をす
すめて、現在、読売
書法展の役員と日本

書芸院の二科審査員を行ないながら、奈良や大
阪の教室で教えています。書道展に出品するの
は年間６回で、大作を仕上げるのは気力、体力
共充実していないと出来ません。現在の目標は
日展入選です。その為に健康を保っています。

　　（昭和 40 年卒　奈良県　岡田　章）

　作れば売れる、高度経済成長の良き時代に、
国内外を飛びまわる企業戦士としての半生は、
ただ幸せだったの一言でした。
　退職して早３年、これからは社会に大きな負
担を少しでも減らす様、心身を常に健全に保つ
努力を心掛ける様にしています。

（昭和 41 年卒　埼玉県　河西宣良）

　70 才で起業した（株）田口企画は４年目に入り、
お蔭様で順調に業績を伸ばしています。
　ところで、東京電力の分社化に伴い発足した
テプコカスタマーサービス（株）にも席を置き、
電気保安管理員を探しています。働く意欲をお
持ちで、電気主任技術者資格をお持ちの方の就
労先斡旋をしています。同窓会 HP にも掲載しま
したが、まずは「登録」をして頂いてから、良
い条件のものを見つけられたらいかがでしょう
か。友人・知人等で仕事先を探しておられる方
がいらっしゃいましたらご紹介ください。無料
でお世話いたします。
 （昭和 41 年卒　東京都　田口昭夫）

　湯沢の温泉に度々行き、体調ますます良くな
り ま し た。Golf
もおかげで技も
増え、楽しくやっ
ています。
　ビジネスコー
チングを通して

社会と係わり、若手人材の育成に喜びを感じて
いる次第です。
 （昭和 41 年卒　埼玉県　竹村英雄）

　60 周年記念・同窓会々誌、すばらしい内容で
した。企画・編集・作成関係者と寄稿された皆
様に感謝申し上げます。広瀬教授の学生指導の
お話、篠田名誉教授の話、いいお話でした。私
の卒研は、広瀬先生にお世話になりましたので、
特に懐かしく、先生のお顔が浮かんで来ました。
とても笑顔が良かったです。「会員からの便り」
OB 同友の近況に触れ、嬉しく思います。会長以
下、役員の皆さまに感謝いたします。

（昭和 41 年卒　千葉県　冨田紘志）

　今年は未年です。それは私にとって 6 度目の
年男です。還暦も古稀も無事通過でき卒業後勤
務も 50 年となります。広島県東部で誠之舎 ( ＊1）
を懐かしむ有志会が新緑の季節に福山城址公園
の福寿会館で開催されています。
　物不足の時代を過ごし復興・高度成長に貢献
した 1960 年代（昭和 35 〜 44 年）に、この寄宿
寮で共に学び遊んだ仲間と飲んで食べて語り合
いました。
　はやばやと浄土に旅立った友、心ならずも伴
侶と別れた友、大病・難病と闘っている友、身
内を介護中の友、認知症を患っている友・・・
半世紀の歳月は仲間それぞれの人生縮図を感じ
ました。
　健康に過ごせたことを妻に、丈夫に産んでく
れたことを母親に感謝しています。各種の同窓
会・懇親会・OB 会に出席して、日々笑って健康
に仕事（専門学校非常勤講師）が続けられるよ
うに、また広島東洋カープの優勝と大学生時代
に千駄ヶ谷の国立競
技場で見た東京五輪
を５年後（喜寿の予
定）は上京して都内
に住む孫と新築され
たスタジアムで一緒
に観覧したく思いま
す。
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　欲張りですが・・・12 年後冥土の土産にリニ
アモーターカーに乗れたらと・・・。
　幹事の皆さま、これからもよろしくお願いし
ます。
＊ 1　 誠之舎…明治 31 年、旧福山藩主阿部家の

育英事業として設立され、旧福山藩から上
京する男子学生の寄宿寮で 120 年余の歴史
と 1500 名の卒業生がおります。私も在学
中お世話になりました。武蔵野市中町から
現在は文京区西片町に移転し、春日町の中
央大学理工学部校舎からも至近距離です。

（昭和 41 年卒　広島県　橋本正樹）

　同窓会の総務を担当して、はや４年。そろそ
ろ卒業したい。誰か引きついでくれないかなー。

　若い頃、撮影したネガ
写真をデジカメで撮り直
している。自身は写って
いないけれど、海外出張
など当時の事を思い出し
思い出ししています。

（昭和 41 年卒　埼玉県　渡辺　聰）

　会長はじめ同窓会を運営していただいている
皆様にお礼申し上げます。
　2014 年 12 月末、満 70 歳前に会社退職しました。
その分余裕ができ従来の男声合唱、畑仕事への
時間配分が増加して育爺が加わりました。
　今年５月、42 年卒同期生有志８名は那須温泉
旅行を楽しみました。運動不足になったためか
９月初旬、膝関節を痛めて現在はリハビリして
います。
　10 月〜 12 月は男性合唱団コンサート出演７回
予定しています。
　11 月 29 日、
中大電気同窓
会を楽しみに
し て い ま す。
宜しくお願い
します。
 （昭和 42 年卒　千葉県　秋田隆史）

　15 〜 67 歳の 52 年間、電気を学び専門を生か
した仕事をしてきました。現在、ようやく開放
され自分の好きなことをやっています。なかで
も、35 歳頃から始めた豊かな自然相手の自然薯
掘り（年間 100 本）と、昨
年から始めた自然薯栽培も
ライフワークの一環です。
収穫する時の緊張感、集中
力とワクワク感は他では得
られません。
　３年前には古希のお祝いで地元の大山、丹沢
登山を再開しました。今年は、ひとりで晴天の
日を選び、自宅から塔の岳〜丹沢山〜蛭ヶ岳を
往復してきました。体力維持はこれからの終活
に向けての準備には欠かせません。
　会員の皆さんの健康をお祈りします。 

（昭和 42 年卒　神奈川県　栗原菫光）

　本年 3 月 14 日、念願の北陸新幹線が開通し、
開通日、5 月（中学校の同窓会）、10 月（高校の
同窓会）と乗車しました。2 時間半の旅は大変短
く快適でした。

　去る 7 月 13 日には中大同期 4 人の集まりを上
野・中国料理「茶寮」で実施、楽しいひと時を
過ごしました。今年も同窓会に出席しますので、
よろしくお願いします。

（昭和 43 年卒　千葉県　中村雅喜）

　法律に基づいて役所に提出する書類を作る
我々行政書士にとって、法律の改正や新設があ
れば、その法律がどの様な目的で作られたか、
手続はどの様にすべきかを勉強します。
　ところで、今年 10 月から施行された「行政手
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続きにおける特定の個人を識別するための番号の
利用等に関する法律」所謂「マイナンバー制度」は、

「公平・公正な社会の実現」と「行政の効率化」、「国
民の利便性の向上」が目的だと謳っています。
　国民からは、前の年金機構による年金の情報漏
洩事件も新しい記憶があり、個人情報が外部に漏
れると懸念されていますが、政府はこの制度で扱
うデータは暗号化し、且つ、関連データとは分散
管理しているから安全であると喧伝しています。
情報工学の方々に伺いたい。「本当に大丈夫と言
えるのでしょうか？」

　私個人として
危惧するところ
は、財務省が確
実に税を捕るこ
とを目的に創ら
れたものと思っ
ています。再来

年には、銀行預金等にもこのマイナンバーとリン
クすると決めています。この制度によって国民の
個人資産を把握し、個人資産に課する税を創設し、
国民年金等の給付を押さえて政府の財源を確実に
確保しようとする制度だと考えています。私の考
えが杞憂に終わればよいのですが。
　　 （昭和 45 年卒　東京都　保坂早苗）

　めでたくも前期高齢者の仲間入りしましたが、
なおも、仕事に追われながら、元気に過ごして
おります。40 年以上も、細かい字と接しながら、
特許事務をこなしてきたからでしょうか、ここの
ところ、目がかすみます。例年 47 年同期会の温
泉旅行が楽しみの１つです。でも、かつての有名
温泉観光地が見る影もなく寂れているのは、嫌で
すね。なんとか、平和で発展する日本をもう一度、
見たいものです。
 （昭和 47 年卒　東京都　飯塚信市）

　今年も変わらず適度に仕事、スポーツ。趣味の
時間も増え、アキバを徘徊するのが楽しみ。世の
中デジタルばかりですが、真空管はおもしろい。
学生時代にもっと勉強していたらと……。 

（昭和 47 年卒　神奈川県　小島和男）

　物忘れがひどくて困っています。11 月 29 日も
忘れなければ出席します。
　会誌の赤いリボンがいいね ( 還暦のお祝い）。
 （昭和 47 年卒　千葉県　菅原正人）

　学生時代に真空管
をスルーしていまし
たので、今になって
趣味のオーディオで
苦 戦 し て お り ま す。
諸先輩方に教わるこ
と が た く さ ん あ り、
奥の深さに驚くばかりです。　　　
 （昭和 60 年卒　埼玉県　手塚賢司）

　メーカーから大学へ移り、４年目に入りました。
大学で始めた研究結果がようやく実を結び、論文
としてまとまりました。ゼロからのスタートでし
たが、新製品を世に送り出す事と同じ喜びを感じ
ています。 （昭和 58 年卒　東京都　橋本雄一）

　2015 年度一年間は半導体理工学研究センター
STARC へ出向しております。多くの大学関係の
先生とお付き合いができました。今後とも宜しく
お願いします。
 （昭和 63 年卒　神奈川県　細田浩希）

　同窓会創立 60 周年をお迎えになり、誠におめ
でとうございます。関係各位の並々ならぬご尽力
により、今日のご隆盛を見ましたことと敬意を表
します。皆様方の今後ますますのご活躍を祈念い
たします。　（平成 2 年卒　神奈川県　熊井康二）

　本年 5 月に転職しました。変わらず通信業界で
働いています。 （平成 2 年卒　埼玉県　鳥巣正義）

　中大大学院を修了し
て 20 年になり、時の
経過の早さを実感して
おります。大学教員と
なってからも早いもの
で、前任校の鎌倉女子
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大学で 9 年、現任校の東京情報大学で 10 年が経
過し、合計 19 年となりました。大学では、画像
処理、コンピュータグラフィックス応用、教育工
学の研究・教育を行っております。以前よりも雑
務が増え大変ですが、同僚の教職員の皆さんや学
生達とともに充実した日々を送っております。
   （平成 8 年卒　神奈川県　松下孝太郎）

　毎年会誌を見ると母校を思い出します。後楽園
の周辺も大きく様変わりしていたことを先日知
り、時の流れを痛感しています。

（平成 7 年卒　東京都　瀬田英太郎）

　震災から 4 年
以上が経過しま
した。復興公営
住宅が自宅の近
所に出来て、仮
設住宅から引っ
越してこられた方々の笑顔を見ると、とても嬉し
く思っております。自分も社長になって 2 年にな
り、まだまだ復興関連工事も多く忙しい日々が続
きますが、明るく、笑顔を忘れず、健康に留意し
て過ごして参ります。

　　（平成 12 年卒　宮城県　髙橋寛治）

　私自身は公私ともに楽しい日々を過ごしながら
も、足りないことや、やりたい事を考えながら過
ごす毎日です。早く過ぎていく時間の中で。
　同窓会は 2015 年で 60 周年を迎え、歴史に重み
のある会となりました。素晴らしいことと思うと
同時に、財務面、人員、新規会員の確保など課題
も多く抱えています。大きな転換点を迎えている
と思っています。
　微力ながらお力になれればと思っています。

（平成 15 年卒　東京都　平林思問）

　プライベートで久々に電子回
路工作を始めました。いつか皆さ
んと共有できれば良いなと思っ
ています。

　 　（平成 16 年卒　神奈川県   加藤木聡）

　最近は仕事にも慣れ、公私共に楽しい日々を過
ごしています。 （平成 26 年卒　　恩田泰則）

　22 年間実家で暮らしてきましたが、配属先が
茨城県になりまして、この年になって初めて一人
暮らしをしておりま
す。
　仕事や生活、様々
な面で初めてのこと
ばかりですが、何と
か楽しく新しい生活
を送っております。
 （平成 27 年卒　茨城県　渡邊貴広）

　「電気電気情報通信工学科の変遷」や「同窓会
60 年のあゆみ」を拝読し、かつてお世話になっ
た先生方、ならびに卒業生の方々を懐かしく思い
出しています。
　同窓会委員・幹事の皆さんの日頃のご努力に感
謝すると共に、同窓会の発展をお祈り申し上げま
す。　　　　　　   （元教員　東京都　深井　昌）

この「会員からのお便り欄」は、
その年に開催の同窓会
総会の出欠を問いかけ
る返信ハガキにコメン
トを書いて頂き、次年
度発行の会誌に掲載するというシステムです。
１年遅れの掲載となりますが、どんな事でも結

構ですので、どんどん書いて頂きたくお願いし

ます。

皆様からの投稿をお待ちしています。

明日に向かって
頑張ろう！日本



- 26 -

　【 特 別 寄 稿 ② 】

　　　　美術と私の個展

	 昭和 35 年卒　同窓会常任幹事　田 伏  良 雄

（1） 中央大学出身者の美術評
論家は数名、漫画家は 15 名
程が活躍していますが洋画の

画壇で一流画家と称する人は見当たりません。中
央大学では美術の分野は異なる世界なのかも知れ
ません。
　私は中大法科出身の友人弁護士に「絵は人の感
性から生まれ、絵の表現は感性の塊である」と話
しました。ところが彼は「法にたずさわる者にとっ
て“感性は無用だ、邪魔だ”と言う。また、我々
がかかわる技術分野でも同様に感性はかかわりの
ない世界と思えるかもしれない。しかし感性は精
神力の一つとして磨くべきものだと思う。
　中大の学生サークルに「美術研究会があり、当
時御茶ノ水本校舎の地下室、柔道場の隣にありま
した。私は入学当時「美術研究会」に所属、工学
部学生は小生のみ、他は文系で十数名程度のグ
ループで活気が乏しかったように思う。私は電気
工学科・山下美雄教授（所属ゼミ、電子管工学担当）
に「絵を描いたら差し上げますとの約束をして喜
んで頂きましたが、その思いを果たさないうちに
先生は冥土の世界に旅立たれ約束を果たさなかっ
たことが悔やまれます。学生時代に描いた作品が

「波止場にて」（大学美術連盟展に出品）、「倉」です。

　昭和 40 年代当時、電卓、パソコンの開発時代

です。当時、私は
ト ラ ン ジ ス タ 応
用、とパソコンを
活用したシステム
の開発に寝食を忘
れていました。私
は NHK 選 挙 速 報
システム、新聞編
集印刷システムの
開発など文字情報
処理技術の製品化
に従事し趣味にお
ぼれている時代で

はありませんでした。私の絵描きは定年 2 年前か
らです。
　いまやどんな製品・商品もデザイン優位の時代
で、技術系学生には美の意識、情緒豊かな感覚が
求められています。いま中央大学では法・経・商
学部の都心誘致化が見直され後楽園キャンパス利
用の案が提起されています。今後、総合大学とし
て文系・理系の交流が大いに促進され、総合力の
ある学生が排出されることが大いに期待されます。

（2）日本の絵画は江戸初期の浮世絵から始まり、
絵師は菱川師宣、喜多川歌麿、歌川広重、葛飾北
斎など、また江戸中期に花鳥画家・伊藤若冲。幕
末時代、浮世絵美人画が多く描かれ絵はヨーロッ
パに流れ、ゴッホらにより「ジャポニズム」ブー
ムが一世を風靡したことは良く知るところであり
ます。そして明治維新の頃、油絵の材料と洋画の
技法がヨーロッパから輸入され日本の近代美術絵
画に成長して行った。洋画の草分けは浅井忠（1856
～ 1907）の花鳥画から始まり、明治 17 年、黒田
清輝（1866 ～ 1924）がフランスで法律と油絵を
学び 35 歳で帰国。梅原龍三郎（1888 ～ 1986）は
20 歳でパリに留学、ルノワールに師事し大正 2
年 25 歳で帰国、安井曾太郎（1887 ～ 1955）は明
治 40 年にフランスに留学（19 歳）、続いて岸田

波止場にて　（F10 号）

倉　（F10 号）
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劉生、小出楢重、藤島武二、熊谷守一、萬鉄五郎、
佐伯祐三、藤田嗣治、中川一政、・・・と続くの
であります。
　洋画の流れは「写実派」に加え「抽象派」に拡
張され、昭和に入ると「抽象派」は大きなうねり
となって絵画の変革をもたらした。近代から現代、
東郷青児、山下清、岡本太郎など次々と個性の強
い画家が現れ、イラストレーション・漫画を含め、
抽象的な画家の心理的表現に大きく変化していっ
た。しかしながら流れは多様化していくものの写
実派は厳然として生きていることは多くの画壇の
展覧会を見て明らかである。私は梅原龍三郎の自
由奔放な構図と色彩に愛着を覚えてやまない所で
あります。
　洋画の画壇では明治時代の文展、帝展、を経て
ニ科会、東光会等と派生し、東光会では黒田清輝
の後継で江藤哲、森田茂、と継承されてきました。
私は江藤哲先生の後継者である東光会佐藤哲先生

（日本芸術院会員）、井上陽照先生（日展会友・東
光会審査員）に師事したのであります。私はいま
埼玉県美術家協会、上尾市美術家協会、埼玉中央
美術家協会、東光会の協会会員として活動してい
ますが、所詮アマチュア画家である限りこの世界
では限界にぶつかり、いまや人生を楽しむ道具で
良いのかと思っています。

（3）個展について
　いま画業は一握りの一流画家以外は生計が成り
立たず採算が合わないことを承知しておく必要が
あります。アマチュアの個展は趣味の世界であり、
ボランティアとして多くの人に見てもらうことを
目的にします。
　個展開催はベースとして自己のポートフォリオ
をしっかり作り、展示作品のテーマを考える。一
般に費用的には会場費と材料費とコミッション料
とで消えてしまう。広報、企画、飾付などギャラ
リー次第で費用は異なります。銀座画廊で 1 週間：
20 万円～ 30 万円、渋谷原宿恵比寿：10 万円～
40 万円、地方に於いては千差万別です。

（4）私の個展
　今回私は地元の方々に見て頂くことを目的と
し、さいたま市西区にある画廊「風画」を使うこ

ととしました。利益は期待できないが皆さんに喜
んで頂いた大きな収穫がありました。
■「第 6 回田伏良雄個展」　以下、参考の数字です。
　会期・平成 27 年 11 月 25 日～ 12 月 6 日（２W）
　①作品作り：1 年半にて 50 点制作、
　　出品点数 39 点　 （材料費概算 ¥150,000）
　②画廊費　　　　　　　　　　   ¥63,000　
　③ DM, ハガキ：1,000 枚印刷　   ¥15,000　
　④額選び：今回購入分             ¥200,000
　⑤広告：地方紙２紙新聞掲載
　⑥ DM 切手代、額装、キャプション作成、
　　 搬入、飾付け：自前             ￥27,000
　⑦販売手数料（コミッション料）
　　　　　　　　　　　　     　   ¥50,000（特割）
　　　　 支出合計             　（約 ¥505,000）
　来場者数：約 200 名　　売上点数：9 点
　※個展の販売においては個別の折衝があり、
　　価格は流動的になります。

　                               
（5）作品について
　作品をご覧いただくにあたり絵の見方をお話し
します。静物・風景・人物画いずれの絵でも作家
の心が伝えられること、そして美しいこと、見て
心が豊かになることです。
　絵は構図・彩色・バランスで決まります。構図
はキャンバスのサイズにより決まり、片寄った構
図はアンバランスです。色は画面を引き締め引き
立て協調するものでなければならない。濁った色
は汚い絵になります。絵を贈答品記念品として購
入するときは作家のサインの入ったものを購入す
ることです。

画廊：「風画」展示会場
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２０１５年度修士論文発表会「同窓会賞」

　２０１６年２月２７日（土）に開催された「２０１５年度修士論文発表会」において、同窓会
会員により構成された審査員が厳正なる審査を行った結果、下記の方々に「同窓会賞」を贈呈す
ることに決定致しました。
　表彰並びに賞の贈呈は、３月２４日（木）に開催された修了式・卒業式の席上にて行いました。

❖❖❖ 同窓会賞とは ❖❖❖

同窓会賞は、同窓会審査員が統一された「審査チェックリスト」に基づき、下に示す独自の視点
により、修士論文の発表を審査し選定したものであり、修士論文内容の学問的価値あるいは当該
院生の修士課程での成績等を考慮したものではありません。

【協賛社表彰】

同窓会賞の主旨に賛同し、ご寄附を戴いた協賛各社の代表により優秀賞対象発表論文の中から選
定された論文であって優秀賞との優劣はありません。

　　協賛社名：アイコンテクノ株式会社　（ＵＲＬ： http://www.aikon.co.jp/ ）
　　　　　　　株式会社ウッズ　　　　　（ＵＲＬ： http://www.woods-corp.co.jp/ ）
　　　　　　　株式会社城南サービス　　（ＵＲＬ： http://www.johnan-service.co.jp/ ）

【 優 秀 賞 】

下記の観点から、修士論文発表を審査し、審査員が合議の上で優秀な論文を優秀賞とします。
・研究の背景や目的が明確に述べられ、発表態度に好感が持てたか。
・説明や図表が聴講者に分かりやすく纏められていたか。
・発表者のオリジナリティが明確に述べられ、残った課題や将来性について言及していたか。

　卒業間もない会員の方々は別として、電気電子情報通信工学科の前身である電気

工学科卒の皆様は、ひょっとすると電子回路の教科書はまだ真空管が中心だったの

ではないでしょうか。

　２０歳代から８０歳代に至る６０世代の会員を擁する本会としましては、今年も

また、現役修士の学生さんが現在どのような研究をされているかをご一読頂き、技

術の進歩について実感していただければと存じます。

　そのような訳で、続くＰ 32 〜Ｐ 43 に、2015 年度の修論発表会

にて発表された修士論文の中から「アイコンテクノ賞」「ウッズ賞」

「城南サービス賞」を受賞された方々の作品を代表してご紹介させて

いただきます。
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アイコンテクノ賞 
有賀 由実（庄司研）

テーマ： 「常温接合を用いたレーザデバイスの高機能化に関する
研究」

ウッズ賞  
德富　 司（竹内研）

テーマ： 「TLC NAND 型フラッシュメモリで構成されるソリッド・
ステート・ ドライブ向け低密度パリティ検査符号を用いた
高速・高信頼な誤り訂正システムの研究」

城南サービス賞  

宇津野 有貴（國井研）
テーマ： 「走行軌道補正型遠隔誘導方式における特徴領域選定法と

補正行列の解析及びその写像制御に関する研究」

優  秀  賞
金 　炅度（久保田研）

テーマ： 「近赤外画像を用いたカラー画像へのヘイズ除去と色復元」

相田 拓也（二本研）
テーマ：「エピタキシャル鉄基合金薄膜の構造および磁気特性解析」

森山 慶一（山村研）
テーマ： 「可変利得ニュートン不動点ホモトピー法を用いた非線形

回路の直流動作点解析」

受賞者の皆様、おめでとうございます
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❖ � ❖  同 窓 会 賞・受 賞 者コメント ❖ � ❖

【アイコンテクノ賞　有賀　由実さん　（庄司研）】
◆修士論文の要旨と背景

　現在、レーザの応用分野を広げるためにレーザ
光の動作波長域の拡大が求められていますが、既
存の高性能なレーザは直接発振する波長が限られ
ています。そこで、波長変換デバイスにレーザ光
を入射させることで入射光とは異なる波長のレー
ザ光を得ることができる波長変換という技術は、
現在必須の技術となっています。
　そして、微細加工や精密計測用などの光源とし
て深紫外レーザの需要が高まってきており、この
深紫外光を発生することのできる結晶として、β
-BaB2O4 (BBO) が一般的に広く利用されていま
す。しかし BBO は大きな複屈折性を持つため、
結晶を伝搬するにつれて基本波と第 2 高調波が分
離するウォークオフが顕著であり、変換効率が低
下する問題があります。
　このウォークオフを補償する方法として、任意
の厚さのプレートを周期的に交互に反転して貼り
合わせる構造が考案されていますが、これらの構
造は、高精度に研磨された材料表面同士を密着さ
せることによって貼り合わせを行うオプティカル
コンタクトによって作製されることが多く、物理
的、熱的な外力に弱いために安定性に欠け実用化
には至っていません。そこで本研究では、BBO
を用いて、常温接合 (RTB: Room-Temperature 
Bonding) によるウォークオフ補償構造波長変換
デバイスを提案し、作製および評価を行います。
この手法はこれまでにない高効率の深紫外波長変
換デバイスを実現することを目指すものであり、
精密加工・計測や医療、学術研究用の実用的な光
源として広く利用されることが期待されます。
◆成果として残せた点・苦労した点

　過去に当研究室で作製した厚さ 1 mm のプレー
ト 4 枚と両端の 0.5 mm のプレート 2 枚からなる

全長 5 mm の新規構造ウォークオフ補償 BBO 波
長変換素子（RTB-BBO#1）はバルク結晶の約 1.8
倍の出力が得られ、新規構造ではより大きな補償
効果が得られることを既に実証しています。
　さらに個々のプレートを薄くし接合枚数を増や
せば、より高効率化を達成させることが出来ます。
そこで、さらに薄い 0.4 mm のプレート 11 枚と
両端に 0.2 mm を付加した構造 (RTB-BBO#2) を
作製し、変換効率を比較したところバルク結晶よ
りも効率が下がってしまいました。しかし、発生
した紫外光の遠視野象のビーム形状はほぼ円形と
なりました。BBO 結晶の場合、入射したビーム
の形状が円形だとしても、ウォークオフの影響に
より変換効率低下と共に変換光のビーム形状の楕
円化が生じてしまいます。発生した紫外光の遠視
野象が円形に近づいたということはウォークオフ
補償効果によりビームの分離が小さくなっている
ことが分かります。
　変換効率低下の原因として、プレートの接合不
良と、バルクから切り出したプレートの位相整合
角からのずれが考えられます。接合界面に空気層
が混入した箇所は入射ビームの透過率が大幅に低
下してしまいました。また、波長変換素子を作製
するためのプレートはバルク結晶から切り出すの
ですが、切り出しは紫外波長変換光が最大となる
角度である位相整合角となるよう企業に依頼して
おり、薄くなるほど切り出しが難しくなります。
切り出されたプレートの位相整合角からのずれを
それぞれ測定したところ、位相整合角で切り出さ
れていないプレートが多く存在しました。これら
が変換効率を低下させた原因と考えられ、接合品
質の改善とプレート切り出し精度の向上を目指す
ことで変換効率の向上が期待できます。
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【ウッズ賞　德富　司さん（竹内研）】
◆本研究についての思い出

　本研究は、半導体のオリンピックと呼ばれる
ISSCC にて発表を行いました。ISSCC は半導体
集積回路の分野では最も権威のある学会です。そ
のため、アイデアを考え始めてから論文投稿や口
頭発表まで約 1 年もの間準備に奔走し、大変苦労
したことを覚えております。何度も投げ出したく
なることもありましたが、、竹内先生を始めとす
る研究室メンバーの献身的なサポートのおかげで
中央大学に入学するする前には想像も出来ない程
大きな成果をあげることが出来ました。中央大学
で学んだことを生かして今後とも精進していきた
く思います。

【城南サービス賞　宇津野　有貴さん（國井研）】
◆成果として残せた点

　本研究室では、遠隔地にいるロボットに対して、
安全かつ効率的に走行させるための半自律的アル
ゴリズムを提案しています。私の研究内容は、そ
の半自律的アルゴリズムが失敗し、ロボットが危
険な走行状態になるのを事前に検知するというも
のです。研究成果では、多くの走行環境において、
危険な走行状態になるのを事前に検知することが
できるようになりました。
　先行研究においても、同じテーマで研究が行わ

れていました。その中で私は、先輩方が提案して
いる研究に対して、その本質を理解し、有効性を
示し、その研究を認めた上で、問題となるところ
を改良し、より良いものにするための研究を行い
ました。私がこの研究に携わった期間は 3 年間で
すが、研究自体の成果はそれ以上のものが、盛り
込まれていると考えています。
◆苦労した点

　研究において、最初から研究のゴールが置かれ
ていることもなく、ゴールまでの道筋がわかって
いることもなく、何もないところから自ら考えて
作り上げていくことに苦労しました。時には、直
面する課題に対して、何の進捗もないまま時間だ
けが過ぎてしまう時もありました。また、自身の
考える理論が本当に正しいのか、悩み続ける日も
ありました。研究成果発表を兼ねたロボットを用
いたデモンストレーションにおいて、ロボットが
思うように動かず、逃げ出したくなる日もありま
した。悩んで、考えて、苦労したこの 3 年間は、
今後の大きな力になると考えています。
◆発表ではお話できなかったエピソード
　卒業までの道のりは、決して平坦なものではな
かったと思います。その厳しい環境の中で、支え
てくれる同期がいたからこそ、脱落することなく
卒業できたのだと考えています。
　色々なことを学べた 3 年間、この経験を今後の
人生に活かしていきたいです。

授賞会場の風景

受賞者の皆さん
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TLC NAND型フラッシュメモリで構成されるソリッド・ステート・ドライブ向け 
低密度パリティ検査符号を用いた高速・高信頼な誤り訂正システムの研究 

Research on High-Speed Reliable Error-Correction Systems with Low-Density Parity-Check Code for 
TLC NAND Flash-based Solid-State Drives 

電気電子情報通信工学専攻 德冨 司 
Tsukasa TOKUTOMI 

1. 研究の背景・目的 
半導体不揮発性メモリである NAND 型フラッシュ

メモリは微細化・多値化技術の進歩により、大容量・
低コスト化が進められている。一方で、微細化による
容量結合の増加や多値化による読み出しマージンの
低下が原因で、記録したデータの信頼性が著しく低下
する[1]。そのため、高信頼にデータを保存するために、
NAND型フラッシュメモリで構成されるソリッド・ス
テート・ドライブ(SSD)には、LDPC符号を代表とする
誤り訂正技術がコントローラに実装されている。
LDPC 符号はデータ復号を行う際に対数尤度比(LLR)
と呼ばれる情報が必要となり、その予測精度が高い程
多くの誤りを訂正できる。NAND型フラッシュメモリ
の読み出し回数を増やすことで、LLRの予測精度は向
上するが、SSDの読み出し性能は著しく低下する。 
本論文では、大容量な TLC NAND型フラッシュメ

モリに対し、高速・高信頼な誤り訂正技術として
Quick-LDPCと AEP-LDPC w/o upper/lower cellsを提案
する[2]。エラーの少ない時は高速な Quick-LDPCを使
用する。書き換え回数が増加して信頼性が低下すると、
誤り訂正能力の高い AEP-LDPC w/o upper/lower cells
に切り替える。その結果、高速・高信頼な誤り訂正シ
ステムを構築することが可能となる。 

2. TLC NAND型フラッシュメモリの読み出し動作 
図 1に TLC NAND型フラッシュメモリのしきい値

電圧分布と読み出し動作の関係を示す[3]。TLC は 1
つのメモリセルに 3ビットのデータを記録できる大容
量なメモリである。2進数で 3ビットのデータを表現
するためには、23 = 8個のしきい値電圧状態を区別す
る必要がある。NAND型フラッシュメモリは電子を浮
遊ゲートに注入し、しきい値電圧を制御することでメ
モリとして動作する。そのため、TLCでは、浮遊ゲー
トに注入する電子の量を精密に制御することで、8 個
のしきい値電圧状態を区別することが可能となる。 

TLC に保存する 3 ビットのデータはそれぞれ
upper/middle/lower と呼ばれるページ単位で管理され
る。ページは NAND型フラッシュメモリにおけるデー
タの読み出し単位である。通常 8個のしきい値電圧状
態を区別するためには、読み出し参照電圧(VRef)を 7回
センシングする必要がある。しかし、データの読み出
しをページ単位で管理することで、余分なセンシング
回数を削減することが出来る。例えば、lower ページ
のデータを読み出す場合、“A-B”間、“C-D”間、“E-F”
間の 3VRefセンシングで読み出しが完了する。同様に、
middle/lower ページでは、2VRefセンシングで読み出し
が完了する。このように、TLCはページ単位でデータ
の読み出しを行うことで、高速化を実現する。ただし、
ワード線のデータを読み出すためには、7VRefセンシン
グが必要となる。 

3. Low-Density Parity-Check (LDPC) 符号の読み出し性能 
Low-Density-Parity-Check (LDPC)符号は、理論上の

限界と言われるシャノン限界に匹敵するほど、強力な
誤り訂正能力を発揮する。特に軟判定復号法を用いた
時の誤り訂正能力が極めて高いことが報告されてい
る[4]。しかし、従来の BCH 符号が読み出しデータの
デジタル値のみを用いて復号する一方、軟判定復号は
データの確からしさを表す LLR が入力パラメータと
して必要になる[5]。 
図 2に各誤り訂正手法の動作比較を示す。NAND型
フラッシュメモリから読み出されるデータはデジタ
ル値なため、アナログ値である LLRを出力するために
は、VRef を複数回センシングする必要がある。しきい
値電圧分布間で 7 回センシングを行うと仮定すると、
従来のLDPC符号は全てのデータを復号するために合
計で 49回(7  7)のセンシングが必要になる[6]。その結
果、1ページのデータを読み出すのに 2.3msも要する。 
次に従来の AEP-LDPC は、LLR を計算するために
上下左右に隣接するセル間干渉を考慮する必要があ
った。そのため、データを復号するために全部で 3本
のワード線の読み出しが行われる。TLC NAND型フラ
ッシュメモリはワード線の読み出しに 7回のセンシン
グが必要であるため、AEP-LDPCでデータ復号を行う
ためには全部で 21回(3  7)のセンシングが発生し、読
み出し時間は 1msまで増加する。これは従来の LDPC
符号と比べると 2.3 倍高速であるが、データ復号に必
要な読み出しが 1 ページのみで完了する BCH 符号
(146μs)と比べると 7倍も遅い[2]。 
本論文では、高信頼かつ高速な読み出しが可能な

Quick-LDPCと AEP-LDPC without upper/lower cellsを
提案する[2]。Quick-LDPCは BCH符号と同様に 1ペー
ジの読み出しで得られる情報のみを用いてデータ復
号を行う。その結果、LLRを計算するための情報量が
減るため、信頼性は AEP-LDPCより低下するが、読み
出しは 173μsで完了する。これは従来の AEP-LDPCと
比べて 6倍高速で BCH符号に匹敵する性能である。 

 

図 1 TLC NAND型フラッシュメモリのしきい値電圧

分布と読み出し方式の関係 
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1. 研究の背景・目的 
半導体不揮発性メモリである NAND 型フラッシュ

メモリは微細化・多値化技術の進歩により、大容量・
低コスト化が進められている。一方で、微細化による
容量結合の増加や多値化による読み出しマージンの
低下が原因で、記録したデータの信頼性が著しく低下
する[1]。そのため、高信頼にデータを保存するために、
NAND型フラッシュメモリで構成されるソリッド・ス
テート・ドライブ(SSD)には、LDPC符号を代表とする
誤り訂正技術がコントローラに実装されている。
LDPC 符号はデータ復号を行う際に対数尤度比(LLR)
と呼ばれる情報が必要となり、その予測精度が高い程
多くの誤りを訂正できる。NAND型フラッシュメモリ
の読み出し回数を増やすことで、LLRの予測精度は向
上するが、SSDの読み出し性能は著しく低下する。 
本論文では、大容量な TLC NAND型フラッシュメ

モリに対し、高速・高信頼な誤り訂正技術として
Quick-LDPCと AEP-LDPC w/o upper/lower cellsを提案
する[2]。エラーの少ない時は高速な Quick-LDPCを使
用する。書き換え回数が増加して信頼性が低下すると、
誤り訂正能力の高い AEP-LDPC w/o upper/lower cells
に切り替える。その結果、高速・高信頼な誤り訂正シ
ステムを構築することが可能となる。 

2. TLC NAND型フラッシュメモリの読み出し動作 
図 1に TLC NAND型フラッシュメモリのしきい値

電圧分布と読み出し動作の関係を示す[3]。TLC は 1
つのメモリセルに 3ビットのデータを記録できる大容
量なメモリである。2進数で 3ビットのデータを表現
するためには、23 = 8個のしきい値電圧状態を区別す
る必要がある。NAND型フラッシュメモリは電子を浮
遊ゲートに注入し、しきい値電圧を制御することでメ
モリとして動作する。そのため、TLCでは、浮遊ゲー
トに注入する電子の量を精密に制御することで、8 個
のしきい値電圧状態を区別することが可能となる。 

TLC に保存する 3 ビットのデータはそれぞれ
upper/middle/lower と呼ばれるページ単位で管理され
る。ページは NAND型フラッシュメモリにおけるデー
タの読み出し単位である。通常 8個のしきい値電圧状
態を区別するためには、読み出し参照電圧(VRef)を 7回
センシングする必要がある。しかし、データの読み出
しをページ単位で管理することで、余分なセンシング
回数を削減することが出来る。例えば、lower ページ
のデータを読み出す場合、“A-B”間、“C-D”間、“E-F”
間の 3VRefセンシングで読み出しが完了する。同様に、
middle/lower ページでは、2VRefセンシングで読み出し
が完了する。このように、TLCはページ単位でデータ
の読み出しを行うことで、高速化を実現する。ただし、
ワード線のデータを読み出すためには、7VRefセンシン
グが必要となる。 

3. Low-Density Parity-Check (LDPC) 符号の読み出し性能 
Low-Density-Parity-Check (LDPC)符号は、理論上の

限界と言われるシャノン限界に匹敵するほど、強力な
誤り訂正能力を発揮する。特に軟判定復号法を用いた
時の誤り訂正能力が極めて高いことが報告されてい
る[4]。しかし、従来の BCH 符号が読み出しデータの
デジタル値のみを用いて復号する一方、軟判定復号は
データの確からしさを表す LLR が入力パラメータと
して必要になる[5]。 
図 2に各誤り訂正手法の動作比較を示す。NAND型
フラッシュメモリから読み出されるデータはデジタ
ル値なため、アナログ値である LLRを出力するために
は、VRef を複数回センシングする必要がある。しきい
値電圧分布間で 7 回センシングを行うと仮定すると、
従来のLDPC符号は全てのデータを復号するために合
計で 49回(7  7)のセンシングが必要になる[6]。その結
果、1ページのデータを読み出すのに 2.3msも要する。 
次に従来の AEP-LDPC は、LLR を計算するために
上下左右に隣接するセル間干渉を考慮する必要があ
った。そのため、データを復号するために全部で 3本
のワード線の読み出しが行われる。TLC NAND型フラ
ッシュメモリはワード線の読み出しに 7回のセンシン
グが必要であるため、AEP-LDPCでデータ復号を行う
ためには全部で 21回(3  7)のセンシングが発生し、読
み出し時間は 1msまで増加する。これは従来の LDPC
符号と比べると 2.3 倍高速であるが、データ復号に必
要な読み出しが 1 ページのみで完了する BCH 符号
(146μs)と比べると 7倍も遅い[2]。 
本論文では、高信頼かつ高速な読み出しが可能な

Quick-LDPCと AEP-LDPC without upper/lower cellsを
提案する[2]。Quick-LDPCは BCH符号と同様に 1ペー
ジの読み出しで得られる情報のみを用いてデータ復
号を行う。その結果、LLRを計算するための情報量が
減るため、信頼性は AEP-LDPCより低下するが、読み
出しは 173μsで完了する。これは従来の AEP-LDPCと
比べて 6倍高速で BCH符号に匹敵する性能である。 
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書き換え回数が増加して、エラーが増加した場合、
AEP-LDPC without upper/lower cellsを用いて誤り訂正
を行う。従来の AEP-LDPCは上下のワード線に存在す
るセルとの干渉を考慮するため、3 本のワード線の読
み出しが必要であった。提案手法では、上下のワード
線に存在するメモリセルから受けるセル間干渉を考
慮せずに LLR を計算する[2]。その結果、LLR を計算
するために必要なワード線の読み出しを 3本から 1本
まで削減できる。上下から受けるセル間干渉の影響を
考慮しないため、信頼性は AEP-LDPCと比べて若干低
下するが、読み出しは 373μs で完了するため、2.7 倍
性能を改善することが可能となる。 

4. 提案する誤り訂正システムのアルゴリズム 
図 3に提案する誤り訂正システムのアルゴリズムを
示す。エラーの少ない時は、高速な Quick-LDPCを用
い て 誤 り 訂 正 が 行 わ れ る 。 Quick-LDPC は
lower/middle/upper ページの中から必要なページの読
み出しを行う。その後、読み出されたデータは SSDコ
ントローラに転送される。データの復号を行うために、
コントローラ内では 2 つの手法(calibraion1, 2)を用い
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型フラッシュメモリから読み出されるデータには、0
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AEP-LDPC w/o upper/lower cellsは読み出し対象のペ
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ると AEP-LDPC without upper/lower cellsに誤り訂正手
法を切り替えることによって、高性能・高信頼性の両
方を効率的に実現することが可能となる。 
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5. Calibration 1: BERの予測 
本章では、1ページのデータ読み出しで得られる情

報のみを用いて BER を予測する手法を記述する。
LDPC 符号の復号には LLR が必要となり、式(1-2)を
用いることで、BER から簡単に変換できる。従来の
AEP-LDPC は 1 本のワード線のデータ読み出しを行
い、しきい値電圧分布の変動量から BERを計算する
[2]。しかし従来手法では、ホストから 1 ページ分の
読み出しリクエストがあった時でも、データを復号す
るために 3ページ分の余分な読み出しが必要となる。
そのため、BCH 符号と比べると著しく性能が低下す
る。提案する Quick-LDPCは TLC NAND型フラッシ
ュメモリのデータ保持特性に注目することで、1ペー
ジのデータ読み出しでも BERを予測することが可能
となる。 
図 4に書き換え回数 2000回におけるデータ保持時
間と BERの関係を示す。図 4より、データ保持時間
が 1 日を超えると、BER はデータ保持時間に比例し
て増加する特性が観測された。この実験データを累乗
近似することで、次のようにデータ保持エラーを定式
化することが出来る。 

BER = α    (Retention-Time)β        (3) 

通常、データ保持エラーは電子が浮遊ゲートから酸化
膜内のトラップを介して発生するリーク電流が原因
で発生する。式(3)のように、データ保持特性には比
例関係があるため、リーク電流は時間経過と伴に一定
の割合で生じると考えられる。結果として、データ保
持エラーが支配的な時、データ保持時間さえ正確に分
かれば、BERを簡単に予測できる。 

BERの予測に必要な変数(α,   β)は、チップの出荷前
にスロープテーブル上に記録する必要がある。また、
図 4 より書き換え回数 2000 回では、lower ページの
BERが最も高く、middleページの BERが最も低い結
果となった。このようにデータの保存されるページに
依存して BERは変化するため、変数(α,  β)はページの
種類ごとに分けて記録する必要がある 

6. Calibration 2 : エラーレシオの予測 
本章では、Quick-LDPC の誤り訂正能力を更に向上
させるために、01エラーと 10 エラーの相関関係
を考慮して、詳細なBERを計算する手法を記述する[2]。
通常 1ページのデータ読み出しで得られる情報は 0と

1で構成される 2進数のデータ系列だけである。その
ため、ビットエラーは 0から 1に変化するエラーと 1
から 0に変化するエラーの 2種類しか存在しない。通
常ランダムなデータにノイズが生じた場合、0 から 1
に変化するエラーと 1から 0に変化するエラー数は均
等になるが、NAND型フラッシュメモリの場合、必ず
しも一致するとは限らない。この 01 エラーと 10
エラーの比率をエラーレシオ(γ)と定義すると、以下の
ような関係性が得られる。 

BER = (BER (01) + BER (10)) / 2    (4) 

γ   =   BER   (01) / BER (10))         (5) 
図 5 に書き換え回数 2000 回の時のデータ保持時間
に対するエラーレシオの関係を示す。エラーレシオが
1より大きい場合、01エラーが支配的となる。逆に
エラーレシオが 1より小さい時、10エラーが支配的
となる。図 5より、エラーレシオは読み出したページ
の種類やデータ保持時間に依存して不規則に変化し
た。例えば upper ページでは、データ保持時間の短い
時は 10 エラーが支配的で、データ保持時間が長く
なると 01 エラーが支配的になる。データ保持時間
の短い時は、書き込みディスターブエラーが支配的な
ため、しきい値電圧は増加する。しかし、データ保持
時間が増加すると、データ保持エラーが支配的になる
ため、しきい値電圧が減少する。その結果、エラーレ
シオは、データ保持時間に依存して変化したと考えら
れる。同様に middle/lowerページでも、同じデータ保
持時間を境にエラーレシオの依存性が変化している
ことが分かる。 
このようにエラーレシオを考慮することで、より精
度の高い BER を予測することが出来る。式(4)と式(5)
を組み合わせることで、01 エラーと 10 エラーの
BERは以下のように計算される。 

BER (01)   =   {2γ   /   (1   +   γ)}    BER     (6) 

BER (10)   =   {2   /   (1   +   γ)}    BER      (7) 
エラーレシオは、チップ出荷前にエラーレシオテー

ブルに記録する必要がある。しかし、スロープテーブ
ルと異なり、読み出すページの種類に加えて、データ
保持時間ごとに変数を保存する必要があるため、スロ
ープテーブルよりも容量が大きくなる。しかし、NAND
型フラッシュメモリ内にテーブルを保存すると仮定
すると、容量は無視できる程小さく構成できる。 
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5. Calibration 1: BERの予測 
本章では、1ページのデータ読み出しで得られる情

報のみを用いて BER を予測する手法を記述する。
LDPC 符号の復号には LLR が必要となり、式(1-2)を
用いることで、BER から簡単に変換できる。従来の
AEP-LDPC は 1 本のワード線のデータ読み出しを行
い、しきい値電圧分布の変動量から BERを計算する
[2]。しかし従来手法では、ホストから 1 ページ分の
読み出しリクエストがあった時でも、データを復号す
るために 3ページ分の余分な読み出しが必要となる。
そのため、BCH 符号と比べると著しく性能が低下す
る。提案する Quick-LDPCは TLC NAND型フラッシ
ュメモリのデータ保持特性に注目することで、1ペー
ジのデータ読み出しでも BERを予測することが可能
となる。 
図 4に書き換え回数 2000回におけるデータ保持時
間と BERの関係を示す。図 4より、データ保持時間
が 1 日を超えると、BER はデータ保持時間に比例し
て増加する特性が観測された。この実験データを累乗
近似することで、次のようにデータ保持エラーを定式
化することが出来る。 

BER = α    (Retention-Time)β        (3) 

通常、データ保持エラーは電子が浮遊ゲートから酸化
膜内のトラップを介して発生するリーク電流が原因
で発生する。式(3)のように、データ保持特性には比
例関係があるため、リーク電流は時間経過と伴に一定
の割合で生じると考えられる。結果として、データ保
持エラーが支配的な時、データ保持時間さえ正確に分
かれば、BERを簡単に予測できる。 

BERの予測に必要な変数(α,   β)は、チップの出荷前
にスロープテーブル上に記録する必要がある。また、
図 4 より書き換え回数 2000 回では、lower ページの
BERが最も高く、middleページの BERが最も低い結
果となった。このようにデータの保存されるページに
依存して BERは変化するため、変数(α,  β)はページの
種類ごとに分けて記録する必要がある 

6. Calibration 2 : エラーレシオの予測 
本章では、Quick-LDPC の誤り訂正能力を更に向上

させるために、01エラーと 10 エラーの相関関係
を考慮して、詳細なBERを計算する手法を記述する[2]。
通常 1ページのデータ読み出しで得られる情報は 0と

1で構成される 2進数のデータ系列だけである。その
ため、ビットエラーは 0から 1に変化するエラーと 1
から 0に変化するエラーの 2種類しか存在しない。通
常ランダムなデータにノイズが生じた場合、0 から 1
に変化するエラーと 1から 0に変化するエラー数は均
等になるが、NAND型フラッシュメモリの場合、必ず
しも一致するとは限らない。この 01 エラーと 10
エラーの比率をエラーレシオ(γ)と定義すると、以下の
ような関係性が得られる。 

BER = (BER (01) + BER (10)) / 2    (4) 

γ   =   BER   (01) / BER (10))         (5) 
図 5 に書き換え回数 2000 回の時のデータ保持時間
に対するエラーレシオの関係を示す。エラーレシオが
1より大きい場合、01エラーが支配的となる。逆に
エラーレシオが 1より小さい時、10エラーが支配的
となる。図 5より、エラーレシオは読み出したページ
の種類やデータ保持時間に依存して不規則に変化し
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の短い時は、書き込みディスターブエラーが支配的な
ため、しきい値電圧は増加する。しかし、データ保持
時間が増加すると、データ保持エラーが支配的になる
ため、しきい値電圧が減少する。その結果、エラーレ
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れる。同様に middle/lowerページでも、同じデータ保
持時間を境にエラーレシオの依存性が変化している
ことが分かる。 
このようにエラーレシオを考慮することで、より精
度の高い BER を予測することが出来る。式(4)と式(5)
を組み合わせることで、01 エラーと 10 エラーの
BERは以下のように計算される。 
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ブルに記録する必要がある。しかし、スロープテーブ
ルと異なり、読み出すページの種類に加えて、データ
保持時間ごとに変数を保存する必要があるため、スロ
ープテーブルよりも容量が大きくなる。しかし、NAND
型フラッシュメモリ内にテーブルを保存すると仮定
すると、容量は無視できる程小さく構成できる。 
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以上より、NAND 型フラッシュメモリ内に存在す
る 01エラーと 10エラー間の相関関係をテーブル
上に保存することで、正確な BER を予測することが
出来る。また、LLRの予測精度も向上するため、LDPC
符号の誤り訂正能力が向上する。 

7. 信頼性・性能評価結果 
図 6に各誤り訂正手法における読み出し時間の比較

を示す。Quick LDPCと AEP-LDPC without upper/lower 
cellsは従来手法の AEP-LDPCと比較して、読み出し時
間がそれぞれ 83%、64%削減することに成功した。特
にQuick-LDPCはBCH符号に匹敵する読み出し速度で
復号可能なことが分かる。 
図 7に各誤り訂正手法の信頼性測定結果を示す。提

案した Quick-LDPCは従来の BCH符号と比較して、許
容可能な書き換え回数を最大で 100%改善することに
成功した。書き換え回数が増加して、Quick-LDPC で
誤り訂正が出来なくなると、 AEP-LDPC w/o 
upper/lower cells が実行される。提案した AEP-LDPC 
w/o upper/lower cellsは、Quick-LDPCと比較して許容
できる書き換え回数が最大で 100%向上する。その上、
上下のワード線に存在するセルとの容量結合を考慮
した従来の AEP-LDPCと比較しても、同じ書き換え回
数まで誤り訂正が可能である。 

8. まとめと今後の展望 
本論文では、LDPC 符号を用いた誤り訂正システム

の読み出し性能を改善するために、Quick-LDPC と
AEP-LDPC without upper/lower cells を提案した[2]。
Quick-LDPC はデータ保持エラーの時間依存性に注目
することで、1ページ分のデータ読み出しで LLRを計
算することが可能になった。その結果、従来の
AEP-LDPC と比べて 83%読み出し時間を削減出来た。
AEP-LDPC w/o upper/lower cellsは上下のワード線間に
存在するメモリセルとの容量結合を考慮しないこと
で、読み出し時間を 64%削減することに成功した。以
上より、エラーの少ない時は Quick-LDPCを使用し、
書き換え回数が増加すると高信頼な AEP-LDPC w/o 
upper/lower cellsに切り替えることで、性能と信頼性の
両方を考慮した誤り訂正システムを実現した。 
本提案手法は、データ保持エラーに対して最適化し

ているため、読み出し頻度の多いサーバ等の用途では、
読み出しディスターブエラーが支配的となり信頼性
が低下する。また、測定は 1つのブロック単位で行っ
た。しかし実際に製品レベルで使用するためには、複
数ブロックやチップでの測定等、様々な条件に対する

効果を検証する必要がある。 
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図 7 提案手法の信頼性比較 
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城南サービス賞
(2016 )

Study on Analysis and Design of Distortion Matrix by Feature Area Selection
on Command Data Compensation Tele-Navigation

Yuki UTSUNO

1

1997 NASA
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ESA ExoMars [1]
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Fig 3: Collision with LM
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(a) Initial Path(case.1) (b) Compensated Path(case.1) (c) Initial Path(case.2) (d) Compensated Path(case.2)
Fig 4: Path Profile

(a) ConditionNumber (b)ConditionNumberRate (c) Correlationo fVT

Fig 5: Observed Parameter(case.1)

(a) ConditionNumber (b)ConditionNumberRate (c) Correlationo fVT

Fig 6: Observed Parameter(case.2)
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Science Laboratory focused technology program overview”,
IEEE Aerospace Conference, pp.961–970, 2005.

[2] Hongru Tang et al., “Human-Robot Collaborative Teleoper-
ation System for Semi-Autonomous Reconnaissance Robot”,
IEEE International Conference onMechatronics and Automa-
tion(ICMA), pp.1934–1939, 2009.

[3] Daniel M. Helmick, Yang Cheng, Daniel S. Clouse, Max Ba-
jracharya, Larry H. Matthies:“Slip Compensation for a Mars
Rover”, IEEE International Conference on Intelligent Robots
and Systems, pp.2806-2813, 2005.

城南サービス賞・國井研　宇津野 有貴
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同窓会の裏方は私達です！
（事務局活動と総務活動の報告）

事務局長代行  昭和 47 年卒　藤 井  　隆

総務担当補佐  昭和 47 年卒　中村　保徳

　同窓会役員の世代交代が
急を告げています。一言でいえば若返りですが、
まだまだ平成世代の会員数も少なく、現在の役員
も昭和世代が大半を占めていておりますので、平
成世代同窓生の入会と役員への就任を待望してい
ます。私たちはこれらの状況を十分認識したうえ
で「事務局と総務担当」が連携し、従来からの同
窓会活動を継承しながら、新しい時代へのチャレ
ンジに向けて頑張っています。
　継承している定例の同窓会活動としては、① 2
月に 1 か月後の修了生を対象とした、「修士論文
発表大会」での発表論文に対し、同窓会賞贈呈者
選出への支援をしています。② 3 月には修了式・
卒業式への同席と修了生・卒業生・同窓会入会者
の名簿作成の準備を行なって、「名簿管理委員会」
へ提供しています。③ 4 月には入学式に同席し、
これらの様子を同窓会ホームページに掲載して会
員の皆様に報告を行なっています。
　更に同窓会の 2 大のイベントでもある同窓会誌
発行業務につき④ 10 月の「会誌編集委員会」活
動への補佐をしています。又、⑤ 11 月の同窓会
総会・懇親会開催へ向けた「総会・懇親会実行委
員会」をサポートする裏方役を担っています。

　一方で、定常的には⑥同窓会活動を円滑に運営
する為に 1 月、5 月、9 月の年に 3 回開催している、

「常任幹事会」の開催準備や議事録の作成を行なっ
ています。
　また、⑦日々ホームページやメールで同窓会へ
アクセスして頂く、入会申込や住所変更などの連
絡事項を同窓会内の担当部署や担当委員会に徹底
するための連絡と確認をその都度行っています。
　このような状況下において、⑧「名簿管理委員
会」が維持管理している個人情報の保護への対応
を明確にして安全な情報管理を行う為の「個人情
報保護方針」を策定して、「名簿管理委員会」と
連携して内部における情報管理体制の整備を行っ
て参りました。
　まだまだ力不足で、改善の余地は多々あると承
知していますので、会員の方々に少しでも同窓会
活動を知って頂いて、更に一緒に参加して頂いて
より良い方法を実現して行きたいと考えていま
す。
　ご意見等について同窓会ホームページの「事務
局への連絡」などからどうぞ忌憚のないご意見を
お寄せ下さいますようお願い致します。

　
同窓会各委員会からのご報告

　本会の会務は、６つの委員会により運営されています。各委員会の構成人数は３～５人
程度、年齢構成は若手からベテランまでを含むことが好ましいと思っています。そうすれば、
仕事や家庭の都合で出席できなくとも、他の委員がそれを補うことができるし、若手もベ
テラン委員について会務を遂行するうちに、自然に会務を習得しつつ、無理なく世代交代
ができるからです。しかし、現状は、各委員会は、ほとんど委員長１人で運営されていま
す。会員の皆様、幹事の皆様、是非に、いずれかの委員会に参加して、お力を貸して下さい。
伏して、お願い申し上げます （会長コメント）。
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　　　 名簿管理委員の活動

名簿管理委員長　平成 16年卒　加藤木　聡

　　 同窓会・事業委員会より

事業委員長　平成 2年卒　鳥 巣　正 義

　同窓会事業委員会では、
電気電子情報通信科在学生
と卒業生との結びつきの活動を

しております。
　主な活動としましては、電気電子情報通信科の有
志研究室による合同夏合宿への協賛、参加及び修
士論文発表への協賛、評価委員の参加のアレンジを
しております。
　今年度は、8 月29日〜 8 月31日に長野県諏訪に
て合同夏合宿が行われ、同窓会からは飯塚会長及
び OB であります、アイコンテクノ・金子会長にご参加
を頂きました。詳しくはホームページにてご確認をお願
い致します。
　また OB 会ゴルフコンペの取り纏めも昨年度秋より事

業委員会が取り纏めております。同窓会会員同士及
び教授とのコミュニケーションを持つ場として、同窓会
会員の皆様のいっそうのご参加をお待ちしております。
　2017 年に入りましたら、修士論文発表に参加させ
て頂く機会がございます。
　本校に限らず、多くの卒業生が卒業後なかなか母
校との接点を持つことはありませんが、中大電気電子
情報通信同窓会ではこのようなイベントを通し、卒業
生の皆様に母校の大学生、大学院生、教授と接点を
持つ機会を設けております。近年では国内外の学会
に参加、受賞される院生も多く、修士論文にも素晴ら
しい論文が多く見受けられます。
　一人でも多くの卒業生の皆様が積極的にご参加頂
けることをお願いしたいと思います。

　　名簿管理委員としての主
な仕事は２点です。最初はそ
の名の通り名簿の管理で、こ

ちらは事務局との連携による名簿の更新と卒業生の
入会による新規登録が主な活動となります。次は、ま
さにこの同窓会会誌の配布時に使用している宛名の
印刷です。
　前者は事務局長代行の藤井さんに大変お世話に

なっており、ご迷惑をかけている状況です。後者は
若干印刷枚数が多いものの自分の得意な領域に近い
こともあり、これくらいは何とか貢献して同窓会のため
になればと思っています。
　今年は個人情報保護方針を策定するにあたりこれ
また各先輩方に大変お世話になり、特に浜中さんに
は大変助けて頂きました。このように名簿管理委員長
とは名ばかりですが、これからもよろしくお願いします。

会誌のバックナンバーをホームページで掲載しています

  会誌のバックナンバーは同窓会ホームページで見ることができます。

  中央大学 電気電子情報通信工学科同窓会 公式ホームページ

http://elect-chuo.com/
TOP メニュー「会員の皆さまへ」→ 会誌バックナンバ

                            ID とパスワードが必要です
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　平成 25 年（2013 年）より
3 年間にわたり「財務委員会」
から会誌をお届けしている

会員の皆さまに記事を通じて同期ＯＢの入会と、
「会誌発行事業費」による会員再登録のお願いを
してまいりました。同窓会財政にご理解をいた
だいた会員様から、懇親会・総会参加の際、ま
たはお振込みによる会員再登録、ご協賛、ご支
援を賜り、厚く感謝いたします。

■逼迫した財政、入会状況
　毎年、入会者が極めて少ない状況において、
運営に関する経費の節約を鋭意努力しておりま
すが、同窓会を運営維持継続していくには少な
くとも毎年 30 名程度の入会者が必要です。残念
ながら、近年の入会者はその同窓会維持目標を
下回っています。財務委員会では毎年末に会長
はじめ、幹事が同窓会の案内と入会のご案内に
各研究室を訪問しています。先生方、学生の皆
さまからもご理解をいただいているとは思って
いるのですが、卒業、修了前後の入会時期に会
費を納入していただける学生は漸減しつつ、増
加の兆しがありません。財務委員長としまして
は歴代会長を務めてくださった先生方や同窓会
の先輩幹事の方々に申し訳なく、また活動の不
甲斐なさを痛感しております。
■同窓会への期待？
　同窓会に入会することに何か期待をして入会
するものでしょうか？同窓会が誰にももれなく
具体的なメリットを提供し、誰もが納得できる
損得勘定のようなものを説明しなければならな
いものでしょうか？年末の研究室訪問時に同窓
会入会のメリットなどを誰にも理解できるよう
に案内できればよいのかもしれませんが、昨今、
同窓会というものは具体的な恩恵を入会者に提
供していかなければならないのでしょうか？
■同窓会が期待するもの
　在学中でも社会人として活躍中であってもリ
タイアしても、中大で、しかも工学系で得た知識、
経験、恩師も学友も人生における礎となってい

ます。すべてはここから始まり、そのうえに築
いていくあるいは築いてきた人生です。同窓会
はそのＯＢが世代を超えて交流し、お互いのキャ
リアを活かし、相互発展を見出していくコミュ
ニティです。大学を出てから技術相談、資格取
得、求人活動、共同研究、転職、業界情報収集、
やがてリタイア後の人生などさまざまな活動、
悩みや不安が起こってきます。しかし、それら
を解決すべく親が子供に対するように懇切丁寧
に手を差し伸べてくれるのが同窓会ではありま
せん。それまでの自分の知識と経験とあらゆる
繋がりを活かして自身で人生を開いていかなけ
ればなりません。同窓会をあらゆる繋がりのひ
とつとして活かしていただきいと願います。同
窓会は営利団体ではありません。それでもＯＢ、
やがてＯＢとなる学生が繁栄することを願って
存続していかなければなりません。
■会誌が届くのは（この記事を読んでいただけ
るのは）会員だけ
　本同窓会誌は平成卒の会員の皆様と、昭和卒
の再登録済み会員の皆さまへお届けしています。
会誌をご覧になっていない同窓会未加入のご友
人へ入会のお勧めにご協力ください。
　平成卒では残念ながら会員数が減少の傾向に
あり、本誌をご覧になっている会員様も年々少
なくなっています。入会のご案内が例年、卒業
間際の多忙な時期でもあり、卒論や就職、転居
準備などで入会手続きをできなかった方も多い
と思います。同期の未入会のご友人がいらっしゃ
れば、ぜひご入会をお勧めいただきたくご協力
お願いいたします。昭和卒の旧同窓会員には「会
誌発行事業費」の納入により会員再登録をお願
いしています。しかしながら、会誌発行事業費
納付による昭和卒会員の再登録を知らないまま、
会誌の送付が途絶えている方も多数いらっしゃ
ると思われます。会員再登録されていない昭和
卒のご友人または昭和卒同期のご友人に再登録
をお勧めいただきたくお願い申し上げます。詳
細はホームページ http://www.elect-chuo.com 
をご覧ください。

同窓会財務委員会より

財務委員長：昭和 57 年卒　辻　正吾
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　訃 報 　この１年間に訃報に接した方々です。謹んでご冥福をお祈り致します。

　　天野　浩志さん（昭和 39 年卒）　　竹端　幸久さん（昭和 39 年卒）

　　山内　謙二さん（平成７年卒）

＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊＊

同窓会新会員のご紹介

　　入会の手続を完了された方々を以下にご紹介します。会員一同は、新入会員を心から歓迎し、

今後の同窓会の発展に積極的な参画を期待しております。

★ 入会された方々のお名前（2016 年 5 月 6 日 現在）

 ●学部卒業生	 須田義久さん（庄司研） 

 ●大学院修了生	 鈴木　中さん（二本研）、並木政人さん（橋本研）、鈴木泰斗さん（橋本研）、
		  依田淳也さん（橋本研）、中尾竜治さん（橋本研）、村上大樹さん（小林研）、
		  岡田拓也さん（築山研）

●既卒入会者	 実森彰郎さん
          （※お詫び：�昨年の会誌に掲載するべき所、不備があり、遅れておりました。ここにて

訂正・掲載をさせていただきます。）

　新入会員を募集しています。

　未だ「同窓会会員」と成られていない方々をご存じであれば、たった一回の入会

手続（10,000 円 / 終身会費）で「毎年会誌が届いて、母校中大電気の様子に触

れ合えます」し、「年一回の顔合わせも出来る」のが同窓会ですと、誘ってあげて

下さい。

　下記の郵便・銀行振り込みで簡単で、Google 検索で「中大電気同窓会」で直ぐ

に検索できます。

http://www.elect-chuo.com/student-info/admission/
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会誌発行事業費の集計報告（その１５）

　会誌５２号発行以降に皆様から寄せられました「会誌発行事業費」について、集計結果と
ご協力頂きました方々及び今まで発行した会誌に記載漏れの方々のご芳名を報告いたします。
尚、複数回御協力戴いた方々もいらっしゃいますがホームページへは初回のみのご芳名掲載
と致します。
　皆様のご協力に役員・幹事一同心より感謝申し上げます。今後も引き続きご協力をお願い
申し上げます。

　● 会誌発行事業費集計報告（２０１６年５月１１日現在）
　　　　申込総口数：５５０口
　　　　申込総人数：３６２人
　　　　申込金額計：２, ７５０, ０００円
　　　　収入金額計：２, ７２９, ５４０円（振込手数料２０, ４６０円差し引き後）

　● 会誌発行事業費納付者ご芳名（納付順）
　　　　後藤 裕弘 殿、藤本 守孝 殿、林 直司 殿、中田 靖夫 殿、柳下 敏男 殿、
　　　　中村 保徳 殿、飯塚 信市 殿、藤森 勲 殿
　
　● 会誌発行事業費、終身会費 、寄付金の金額及び納付先口座のご案内
　  　　会誌発行事業費：�1 口５，０００円、１口以上何口でも。昭和年代に学部を卒業された方のご

納付をお願い申し上げます。既納の方でも再度のご協力を頂ければ幸甚で
す。

　  　　終身会費：��１０，０００円、平成年代に学部を卒業された方の受付を行っておりますので、    
同窓で未納或いは未入会の方がいらっしゃいましたら、ご協力お願いのお声がけを
頂き下記の口座をご紹介下さるようお願い致します。

　　　  寄 付 金：�原則として 1 口１，０００円、１口以上何口でも。何かの会合での残金等で端数
のある金額でも申し受けますので宜しくお願い申し上げます。

【ゆうちょ銀行振替口座】
口座記号・番号：00130-7-752276
加入者名：中大電気同窓会
通信欄：住所・氏名学部卒業年および

「会誌発行事業費」か「終身会費」の

いずれかの納付であるか明記ください。

⇒ ゆうちょ銀行に他行から振り込む場合は、

　　店名：〇一九（ゼロイチキュウ）

　　店番：019　　口座区分：当座

　　口座番号：0752276

　となります。

【銀行振込口座】

銀行名：三菱東京 UFJ 銀行

支店名：春日町支店

口座名：中大電気同窓会

口座番号：（普通）0286586

お願い：同窓会 HP「事務局への連絡」

経由で１．振込年月日　２．学部卒業年

３．郵便番号、住所、電話番号をご連絡

ください。

※銀行口座では名前のみの通知のため
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決　算（会　計）　報　告

平成26年度会計報告
（平成 26 年 4 月 1 日～平成 27 年 3 月 31 日）

　本会計報告は、平成27 年11 月29 日に開催された
平成27 年度総会にて承認されました。

収入の部
　前年度よりの繰越金	 １、４３７、６１８円
　平成２６年度総会会費 	 ２９６、０００円
　預貯金利息	 １８９円
　雑収入	 ０円
　終身会費	 １７０、０００円
　寄付金	 ５１、１７９円
　会誌発行事業費寄付	 ９５、０００円
　協賛金（修論発表会等）	 １２０、０００円
　（アイコンテクノ㈱様、㈱ウッズ様、
　　　㈱城南サービス様）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　収入合計	 ２、１６９、９８６円

支出の部
　平成２６年度総会費	 ３３１、９４１円
　通信及び印刷費	 ４５１、５７６円
　事務・運営費	 ８７、８２９円
　名簿関係事務費	 ０円
　慶弔費	 ０円
　修論同窓会賞副賞	 ８９、８１４円

　次年度繰越金	 １、２０８、８２６円
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　支出合計	 ２、１６９、９８６円

　　上記、平成 26 年度会計報告の収支計算は、
　　適正に表示しているものと認める。

　　　　　　　平成 27 年 4 月 24 日
　　　　　　　　　　　　　　築 山 修 治 ㊞

平成27年度決算報告
（平成 27 年 4 月 1 日～平成 28 年 3 月 31 日）

　本決算報告は、平成 28 年 11 月 20 日開催予定の
平成 28 年度総会にて承認を諮る予定です。

収入の部
　前年度よりの繰越金	 １、２０８、８２６円
　平成２７年度総会会費	 ３９７、０００円
　預貯金利息	 １６３円
　雑収入	 ０円
　終身会費	 ８０、０００円
　寄付金	 １５３、０９０円
　会誌発行事業費寄付	 ５５、０００円
　協賛金（修論発表会等）	 １２０、０００円
　（アイコンテクノ㈱様、㈱ウッズ様、
　　　㈱城南サービス様）
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　収入合計	 ２、０１４、０７９円

支出の部
　平成２７年度総会費	 ４７１、０７７円
　通信及び印刷費	 ３４９、７００円
　事務・運営費	 ６６、６９１円
　名簿関係事務費	 ０円
　慶弔費	 ５６、０００円
　修論同窓会賞副賞	 ６８、５１９円
　（図書カード他）
　次年度繰越金	 １、００２、０９２円
━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━━
　　　　　　　支出合計	 ２、０１４、０７９円

　監査報告書
平成 27 度の会計処理の経過並びに結果に
ついて監査いたしました。いずれも適正
且つ正確であると認めます。

　　　　　　　平成 28 年 4 月 20 日
　　　　　　　　　　監 事　　築 山 修 治 ㊞

　注）平成 28 年度、会計報告より決算報告へ書式改正
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【 編集後記 】

会誌編集委員会  委員長：平成 15 年卒　平 林　思 問  

◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆◇◆

中央大学理工学部電気電子情報通信工学科同窓会　会誌第５３号

発行所：中央大学理工学部電気電子情報通信工学科同窓会
〒 112-8551　東京都文京区春日１丁目１３番２７号

ＦＡＸ：（０３）３８１７－１８４７
ＵＲＬ➡  http://www.elect-chuo.com/

発行日：２０１６年１０月１日
編集・発行人：　平 林　思 問 

　今年から会誌の発行を
担当することになりまし
た。初めてということも
あり、不慣れな点もあり
ましたが、53 号目の会誌
をみなさんにお届けする

ことができました。
　会員の皆様、並びに教職員の皆様、今年も多
数の投稿をいただきありがとうございました。
　会誌は同窓会にとって、非常に大事な役割を
担っております。同窓会の大きな活動の一つに、
総会・懇親会の開催がありますが、日程はもと
より、お住まいの場所、様々なご事情によりご
参加できない同窓生も多くいらっしゃると思い
ます。その一方、会誌においては、日本全国の
会員の方へ、「現在の」同窓会の活動や、同窓生
や大学・研究室・先生方の近況をお伝えできる
唯一の手段となっております。会誌の送付作業
は毎年幹事が大学の教室の一室に集まり、その
完成された約 1300 通もの会誌を 1 冊、1 冊丁寧
に住所を貼り、封筒につめています。その作業
は毎年大変なものではありますが、その分、皆
様へ同窓会をお伝えできるものと想いで幹事一
同汗を流しています。

　今年の会誌の内容はいかがだったでしょう
か？前担当の飯塚会長が会長職との兼務で行っ
ていたことを思うと恐縮してしまいますが、今
年は私も土日にも仕事がつまってしまい、同時
に一人家族が増えそうかという時期の編集作業。
なんとか、昼休みと休日を駆使して仕上げたと
いう形です。少し不備はあるかと思いますが、
ご容赦ください。
　新しい取り組みをとも当初は思っておりまし
たが、一気にできることでもありませんので、
また、今後少しづつ行っていきたいと思います。
今回は少しスパイスを加えた程度の改良ですが、
同窓会賞の受賞論文の学生にその長い研究期間
の思いをお聞きすることもできました。同窓会
会員の活躍ぶりのご紹介もみなさまに元気を与
えていただけるのではないでしょうか。
　この会誌を読まれたみなさまにおきましては
１点お願いがございます。会誌に同封されてい
るハガキにぜひ、ご自身の近況をお書きご返信
ください（ホームページでも受け付けておりま
す）。我々同窓会の情報発信の場がこの会誌であ
るのと同じように、みなさまのご様子をお聞か
せいただけるのは、このハガキのコメント欄で
す。お待ちしています。

〜お詫びと訂正〜
　昨年の第 52 号表紙写真は航空写真ではなく「2000 年度大学案内写真」でした。ここにお詫びして
訂正いたします。
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同窓会総会・懇親会開催のお知らせ

【 記 】
　　【日時、会場、受付】
　　　日　時：平成２８年１１月２０日（日）１１時から１４時３０分　（懇親会を含みます。）
　　　会　場：四ツ谷駅前　スクワール麹町３階・錦の間　（http://www.square.or.jp/）
　　　住　所：〒 102-0083 東京都千代田区麹町６－６　電話：03-3234-8739（代表）
　　　受　付：１０時３０分から１２時まで
　　【当日タイムテーブル】
　　【総　会】
　　　開催時間：１１時から１１時３０分
　　　目的事項：
　　　　決議事項：
　　　　　第１号議案　事業報告の件
　　　　　第２号議案　決算報告の件
　　　　　第３号議案　会則改正の件
　　　　　第４号議案　役員選任の件
　　【講演会】
　　　開催時間：１１時３０分から１２時
　　　講　師：國井 康晴 氏（中央大学理工学部電気電子情報通信工学科 教授）
　　　テーマ ：「ロボット技術の進化と未来」
　　　※講演会終了後に「記念撮影」を行いますので、１２時までには受付を済ませていただけるよう
　　　お願いします。
　　【懇親会】
　　　開催時間：１２時１５分から１４時３０分
　　　懇親会会費：
　　　　平成１８年卒以前の方：７, ０００円
　　　　平成１９年卒以降の方：３, ０００円
　　　ご来賓、在学生、および参加者同伴の方の会費は不要です。

～お申込みのご案内～
　参加ご希望の方は、会誌に同封のハガキまたは同窓会ホームページの「事務局への連絡」から
１０月３１日（月）必着でお申し込みください。尚、ホームページからお申し込みの場合では、総会・
懇親会出席と明記してください。※会場の関係で人数把握と名札準備都合のため事前のお申し込み
が必要です。

～会員の皆様の近況もお寄せください～
　総会・懇親会の申込の機会に会員の皆様の近況もぜひお知らせください。会誌に同封のハガキか
同窓会ホームページの「事務局への連絡」をご利用して総会・懇親会の申込を行う際に合わせて記
載していただけるようお願いします。なお、会誌掲載可否については必ずご記入のほどお願いします。

～入会、会誌発行事業費の受付もします～
　当日の総会・懇親会の受付では、入会、会誌発行事業費の受付もいたしますので、この機会のご
利用をご検討いただけるようお願いします。

平成 28 年度「同窓会総会・懇親会」を下記の通り開催します。本年度の総会は、昭和 62 年卒
と昭和 63 年卒の皆さんが運営「実行委員会」を担当いたします。総会終了後に「講演会」「懇
親会」を開催いたしますので、多数の皆様にご出席賜りたくご案内申し上げます。
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中大電気同窓会　総会・懇親会
会場のご案内

会 場 の ご 案 内

◇日 時：平成２８年１１月２０日（日）
 １１時から１４時３０分
 （受付１０時３０分より）
◇会 場：四ツ谷駅前　スクワール麹町
 ３階・錦の間
 （http://www.square.or.jp/）
◇所在地：〒 102 - 0083
 千代田区麹町 6 丁目 6 番地 
 TEL：03 -3234 - 8739　
 FAX：03 -3234 - 8738 
◇交通のご案内：
　＊ＪＲ中央線「四ツ谷駅」
 麹町口 　徒歩  約３０秒
　＊地下鉄・丸ノ内線「四ツ谷駅」
 四ツ谷口　徒歩  約３分
　＊地下鉄・南北線「四ツ谷駅」
 ３番口　徒歩  約１分

平成２８年同窓会総会・懇親会幹事より

　本年度も盛大に開催いたします。
　前回は 60 名近い卒業生が参加され大いに盛り上が
りました。今回は、94 年中大電気科篠田研究室修士
卒で現在本学科教授でいらっしゃる國井康晴先生に

「ロボット技術の進化と未来」と題して講演頂くこと
になりました。
　本会では、最新の技術動向をお届けする他、お世
話になった先生にお会いできる、業界各界で活躍する OB と人脈を構築できる、懐かしい同期・
先輩・後輩に会えるといった交流の場をお届けします。
　当日は早い時間に終了しますので、新たに知り合った方やお仲間と二次会などに行かれては如
何でしょうか。是非お知り合いの同窓生にお声がけの上、奮ってご参加下さい。

～お申 込 み～

参加ご希望の方は、会誌に同封のハガキか同窓会ホームページからお申し込みください。

申込締切日：10 月 31 日（月）必着

　　　　（ホームページからお申し込みの場合は、総会・懇親会出席と明記してください）　　　　（ホームページからお申し込みの場合は、
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